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☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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九
月
九
日
か
ら
、
色
々
な

縁
が
あ
っ
て
、
議
員
団
事
務

局
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
議

員
団
で
仕
事
を
し
て
二
か
月

余
り
、
市
会
で
の
論
戦
を
聞

く
た
び
、
疑
問
に
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
選

挙
の
た
び
に
、「
中
央
と
の

パ
イ
プ
」「
府
市
協
調
」
と

強
調
す
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
市
民
に
は
自
粛
を
求
め
る

が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
充
分

な
補
償
が
な
い
。
財
源
は
国

か
ら
の
臨
時
交
付
金
と
な
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

「
中
央
と
の
パ
イ
プ
」「
府
市

協
調
」
を
活
用
す
る
の
は
、

ま
さ
に
今
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
市
民
応
援
施
策

で
は
不
十
分
と
い
う
認
識
で

一
致
し
て
い
る
の
な
ら
、
も

っ
と
頑
張
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
？
　
そ
の
点
、
わ

が
党
の
議
員
は
、
市
民
の
た

め
に
ズ
バ
ッ
と
追
及
し
ま
す
。

「
国
へ
の
要
望
に
、
結
果
が

つ
い
て
こ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
」�

（
東
山
直
樹
）
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9/22～11/5

No.444
９月市会

◆ 市政トピックス ･･････････････････････････････････ 2-3
◆ 本会議（9月29日）討論 ･･････････････････････････ 4-5
◆ 代表質問

　井坂博文議員（北区） ･･･････････････････････････ 6-7
　鈴木とよこ議員（山科区） ･･･････････････････････ 8-9
　かまの敏徳議員（下京区） ･････････････････････10-11

◆ 市長総括質疑 ･･･････････････････････････････････12-15
◆ 終了本会議・意見書の討論 ･･････････････････････16-20
◆ 委員会トピックス ･･････････････････････････････21-22
◆ 9月市会を終えて ･･･････････････････････････････23-26
◆ 18人の議員から一言 ････････････････････････････27-31
◆ 議員紹介・事務局から ･･･････････････････････････ 32

目
　
　
次

開始本会議当日の府市民総行動実行委員会の早朝宣伝（2021年9月22日）

終了本会議前のスタンディング
（2021年11月5日）



市政トピックス
Topics

23

ムダな大型事業の財源づくり
福祉・市民サービス切り捨 ての「行財政改革計画」は撤回を！

 

学
童
保
育
利
用
料
を

大
幅
値
上
げ
!!

敬
老
乗
車
証
制
度
を
大
改
悪
!!

財
政
危
機
と
言
い
な
が
ら

　
総
建
設
費
２
兆
１
千
億
円
以
上
の
北
陸
新
幹
線
延
伸
や
、
堀
川
・
油
小
路
通

地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
（
高
速
道
路
計
画
時
で
１
２
０
０
億
円
）
の
財
源
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ム
ダ
な
大
型
事
業
の
財
源
づ
く
り
の
「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
ス
ト
ッ
プ
、

撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

 

９
０
１
３
件
は
全
く
反
映
さ
れ
ず　

●
敬
老
乗
車
証
「
見
直
し
反
対
」
な
ど
の
意
見 

５
３
７
件

●
学
童
保
育
利
用
料
値
上
げ
に
反
対
意
見 

２
７
４
件

●
保
育
料
値
上
げ
や
保
育
士
の
処
遇
改
悪
に
反
対
意
見 

５
０
４
件

●
保
育
園
へ
の
市
独
自
補
助
金
の
見
直
し
や
削
減
に
反
対
意
見 

１
２
９
９
件

●
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画　
「
不
要
」「
延
伸
計
画
の
中
止
」
な
ど
と
す
る
意
見

 

２
６
９
件

「
財
政
危
機
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
９
月
市
会
に
は
、「
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
」「
学
童
保
育
利
用
料
値
上
げ
」
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
自
民
、
公
明
、
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
賛
成
に
よ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｐ
18
、
Ｐ
19
参
照
）

　
市
長
は
、
今
後
５
年
間
で
２
８
０
０
億
円
財
源
不
足
に
な
る
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
予
算
編
成
前
の
財
源
不
足
見
込
額
と
予
算
編
成
時
点
で
の
差
は
、
過
去
５
年
間
で
も
１

０
０
０
億
円
以
上
も
過
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
財
政
危
機
を
煽
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
や
負
担
増
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

※D1階層（所得税課税額1万円未満世帯）
　土曜日含む、18時まで利用の場合の年額
※8月（夏休み）は一律13,000円
  （生活保護、困窮世帯以外）
※土曜日は、平日よりも高い

対象年齢　70歳から75歳以上へ（２年毎に１歳ずつ引き上げ）

本人負担金なんと  3～4.5倍  にも
現　行 2022年

10月～
2023年
10月～

市民税非課税 3,000円 ⇒ 市民税非課税 6,000円 9,000円

年
間
合
計
所
得

200万円未満 5,000円 ⇒ 200万円未満 10,000円 15,000円

200万円以上～
700万円未満 10,000円 ⇒

200万円～
400万円 20,000円 30,000円

400万円～
700万円 30,000円 45,000円

700万円以上 15,000円 ⇒ 対象外へ

現
在
、
検
討
さ
れ
て
い
る
市
民
負
担
増

●
保
育
士
等
給
与
の
カ
ッ
ト

　
　
保
育
所
職
員
の
確
保
が
困
難
に
。
保
育
環
境
の
悪
化
も

●
保
育
料
の
値
上
げ

　

　
今
で
も
、
京
都
市
は
政
令
市
で
一
番
高
い

●
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ

●
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
の
値
上
げ

　

　
今
で
も
、
地
下
鉄
初
乗
り
運
賃
は
日
本
一
高
い

●
消
防
職
員
１
５
０
人
の
削
減

市民意見は無視！ 過大な
財源不足
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9月 29日
討論（請願・補正予算）9月市会 本会議討論

　
平
井
議
員
は
、
保
健
所
体
制
の
強
化
や
濃
厚
接
触

者
等
へ
の
対
応
な
ど
は
、
必
要
な
措
置
だ
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
京
都
市
中
小
企
業
等
再
起
支
援
補
助
金

「
応
援
金
」
は
、
党
議
員
団
が
一
貫
し
て
求
め
て
き

た
「
給
付
金
」
で
あ
る
と
評
価
し
、
中
小
企
業
団
体

に
も
対
象
を
広
げ
た
「
商
店
街
等
消
費
喚
起
緊
急
支

援
事
業
」
や
、
個
々
の
伝
統
産
業
従
事
者
を
支
援
す

る
「
伝
統
産
業
製
品
市
場
拡
大
支
援
事
業
」
に
つ
い

て
も
前
進
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
参
加
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
補
助

は
、
無
症
状
者
へ
の
防
疫
的
検
査
を
認
め
た
も
の
で

あ
り
、
検
査
の
拡
大
と
保
健
衛
生
体
制
の
再
構
築
を

求
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
に
つ
い

て
は
、
重
大
な
情
報
漏
洩
の
危
険
が
あ
る
こ
と
、
証

明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
閉
鎖
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
と
厳
し
く
批
判
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
高
度
技
術
研
究
所
ビ
ル
を
大
阪
ガ
ス

都
市
開
発
株
式
会
社
に
売
却
す
る
議
案
に
つ
い
て
、

「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
先
取
り
で
あ
り
、
市
民
財

産
の
売
却
は
認
め
ら
れ
な
い
と
反
対
し
ま
し
た
。

　
加
藤
あ
い
議
員
は
、
請
願
を
採
択
す
べ
き
と
し
て
、

そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
延
伸
計
画
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
何
ら
ま
と
も
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
。
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
発
生
す
る
建
設
残
土
は
８
８

０
万
㎥
、
２
４
０
人
以
下
規
模
の
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
積
み
上
げ
た
ら
富
士
山
ほ
ど
の
高
さ
に
も
な

る
こ
と
、
し
か
も
、
鉄
道
運
輸
機
構
は
「
残
土
処
分

計
画
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
、
ヒ
素
な
ど

の
重
金
属
の
問
題
、
豊
富
な
地
下
水
・
水
循
環
に
与

え
る
影
響
、
東
京
都
調
布
市
で
発
生
し
た
陥
没
事
故

な
ど
、
課
題
山
積
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
金
沢
敦
賀
間
で

福
井
県
は
１
７
０
０
億
円
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
。
自
民
・
公
明
の
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
着
工
を
め
ざ
す
再
来
年
は
、「
行
財
政
改
革

計
画
」
の
集
中
改
革
期
間
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
と

指
摘
、
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
削
る
一
方
で
、
巨

額
の
費
用
負
担
を
強
い
る
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に

は
同
意
で
き
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、「
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
金
値
上
げ
の
中
止
」
を
求
め
る
請
願
を
採

択
す
べ
き
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
年
３
月
に
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利

用
料
金
の
値
上
げ
が
可
決
さ
れ
た
が
、
利
用
料
金
の

値
上
げ
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
願
い
を

重
く
受
け
止
め
る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
公

共
施
設
を
お
金
の
心
配
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
は

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
。

「
年
金
生
活
の
高
齢
者
や
、
非
正
規
な
ど
で
収
入
の

少
な
い
女
性
た
ち
が
少
し
で
も
積
極
的
に
生
き
生
き

と
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
切
実
な
願
い
に
応
え
る

べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。「
受
益
者
負
担
」
の
言
葉
で
、

最
大
６
倍
も
の
利
用
料
金
の
値
上
げ
を
正
当
化
す
る

の
は
、
大
問
題
で
あ
り
、
市
民
負
担
増
と
予
算
削
減

あ
り
き
で
す
す
め
る
「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
、
こ

の
よ
う
な
判
断
さ
え
誤
ら
せ
て
い
る
と
し
て
、
い
き

い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
の
値
上
げ
は

中
止
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
住
民
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅

に
削
り
な
が
ら
、
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
整
合
性
の
か
け
ら
も
な
い
と
指
摘
。

　「
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
が
、
制
度

の
受
益
者
は
高
齢
者
の
み
で
は
な
く
社
会
全
体
。
社

会
保
障
と
し
て
の
豊
か
な
性
格
を
否
定
し
て
は
い
け

な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
改
悪
案
は
、
制

度
を
事
実
上
解
体
す
る
も
の
で
あ
り
、「
負
担
金
が

３
倍
に
な
っ
た
ら
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
」
な
ど
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
市
の
推
定
で
も
、
交
付

者
数
は
対
象
者
の
30
％
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

告
発
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
気
軽
に
外
出
で
き
る
こ
と
に
よ
る
経
済

効
果
は
５
０
７
億
円
に
も
な
る
等
の
調
査
も
示
し
、

高
齢
者
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
子
育
て
世

代
の
生
活
に
も
影
響
す
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
７
月
市
会
に
は
４
７
４
件
も
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、

現
行
制
度
の
継
続
を
求
め
る
署
名
は
６
万
７
７
６
筆

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
市
長
も
議
会
も
重
く
受
け
と
め

る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
中
小
業
者
支
援
、保
健
衛
生
の
充
実
を

�

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
平
井
良
人
議
員
が
討
論

請
願「
北
陸
新
幹
線
京
都
延
伸
計
画
へ
の

不
同
意
」に
つ
い
て

�

加
藤
あ
い
議
員
が
採
択
を
求
め
て
討
論

請
願「
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用

料
金
値
上
げ
の
中
止
」に
つ
い
て

�

山
本
陽
子
議
員
が
採
択
を
求
め
て
討
論

請
願「
現
行
の
敬
老
乗
車
証
制
度
の
存
続
」に

つ
い
て

�

と
が
し
議
員
が
採
択
を
求
め
て
討
論

日本共産党以外の
すべての会派の

反対で

「不採択」

日本共産党以外の
すべての会派の

反対で

「不採択」

日本共産党以外の
すべての会派の

反対で

「不採択」
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井坂 博文 議員

井坂博文議員は、9月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
井
坂
博
文
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
５

波
の
教
訓
を
い
か
し
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
①
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
、

か
つ
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、
②
保
健

所
機
能
の
行
政
区
へ
の
復
活
、
③
臨
時
の
医
療

施
設
の
設
置
、
必
要
な
医
療
を
す
べ
て
の
患
者

に
提
供
す
る
体
制
の
構
築
、
④
小
中
学
校
の
全

児
童
・
生
徒
の
検
査
の
実
施
、
分
散
登
校
・
分

散
授
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
学
び
の
保
障
、

⑤
困
窮
を
極
め
る
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
自

粛
や
規
制
に
見
合
っ
た
補
償
、
持
続
化
給
付
金

や
家
賃
支
援
給
付
金
の
再
支
給
な
ど
を
国
に
求

め
る
こ
と
、
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

市
民
負
担
増
押
し
付
け
の 

「
行
財
政
改
革
計
画
」は
撤
回
せ
よ

　
井
坂
議
員
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、

計
９
０
１
３
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
策
定
さ
れ
た
「
行
財
政
改
革
計

画
」
に
は
、
市
民
の
意
見
が
ま
っ
た
く
反
映
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　「
計
画
」
は
、
自
治
体
本
来
の
役
割
を
投
げ

捨
て
「
全
世
代
に
わ
た
る
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
」
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
総
事
業
費
２

兆
１
千
億
円
を
は
る
か
に
上
回
る
見
込
み
の
北

陸
新
幹
線
延
伸
や
、
堀
川
・
油
小
路
地
下
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
な
ど
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

聖
域
化
し
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
、
暮
ら
し
・
福
祉
・
子
育
て
・
生
業

を
応
援
す
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

将
来
過
度
に
負
担
を
負
わ
せ
な
い
た
め
の
持
続

可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
再
構
築
す
る
も
の
」

と
開
き
直
り
「
北
陸
新
幹
線
は
重
要
な
事
業
」

と
あ
く
ま
で
推
進
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。市

バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃 

値
上
げ
の
回
避
を

　
井
坂
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
行
動
自
粛
の
影
響
で
、
２
０
２
０
年

度
市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業
と
も
に
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
を
理
由
に
、
運
賃
の
値
上
げ
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
批
判
、「
市
民
の
足
を
守
る
」

た
め
に
も
、
国
に
赤
字
補
填
を
求
め
る
な
ど
行

政
の
責
任
を
全
力
で
果
た
し
、
運
賃
値
上
げ
を

回
避
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
交
通
局
長
は
「
数
次
に
わ
た
り
、
国
に
対
し

て
支
援
策
を
求
め
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
努
力
を
尽

く
し
て
き
た
が
、
運
賃
改
定
に
も
踏
み
込
ま
ざ

る
を
得
な
い
状
況
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
局
を 

設
置
し
、
施
策
の
推
進
を

　
昨
年
９
月
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
さ
ら
に
個
人

の
尊
厳
を
尊
重
し
、
多
様
性
を
包
含
し
て
解
決

し
て
い
く
た
め
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
局

を
設
置
し
、
条
例
制
定
を
含
め
一
体
的
な
施
策

と
し
て
推
進
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　
文
化
市
民
局
長
は
「
新
た
な
局
の
設
置
や
条

例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
庁
的
に
取
組
を
す

す
め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

気
候
危
機
に
対
し
て

　
世
界
的
な
気
候
変
動
及
び
気
候
危
機
に
対
し

て
、
環
境
面
、
安
全
性
、
経
済
性
に
お
い
て
も

最
悪
の
原
発
か
ら
撤
退
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
大
胆
に
転
換
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
本
市
に
お
い
て
も
削
減
目
標
を
引
き

上
げ
て
事
業
展
開
を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
原
発
の
で
き
る
限
り
早
期
の
全

廃
、
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
に
向
け
た
政
策
提

言
等
を
行
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
中
止
、 

伏
見
区
大
岩
山
残
土
の
撤
去
を

　
井
坂
議
員
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に
つ

い
て
、
残
土
の
処
理
方
針
は
未
定
、
地
下
水
や

水
環
境
へ
の
影
響
な
ど
、
環
境
面
か
ら
も
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
市
民
の
命
と
生
活
に
責
任

を
持
つ
首
長
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画

は
中
止
す
る
よ
う
国
と
鉄
道
運
輸
機
構
に
求
め

る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
基
幹
的
な
高
速
輸
送
体
系
を
形

成
し
、
貴
重
な
社
会
資
本
」
と
、
あ
く
ま
で
推

進
の
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
建
設
残
土
の
処
理
に
関
わ
り
、
伏
見
区

小
栗
栖
の
大
岩
山
の
違
法
造
成
地
の
残
土
に
つ

い
て
２
０
１
８
年
や
今
年
の
大
雨
で
、
大
規
模

な
残
土
の
崩
落
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
し
、
業

者
へ
の
指
導
の
あ
り
方
を
厳
し
く
反
省
し
、
一

刻
も
早
く
残
土
の
全
量
撤
去
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
確
知
の
遅
れ
、
業
者
へ
の
指
導

が
徹
底
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
」
と
述
べ

ま
し
た
が
「
搬
入
さ
れ
た
土
砂
を
全
量
撤
去
し

た
場
合
の
大
岩
山
の
地
形
は
、
急
勾
配
の
不
安

定
な
斜
面
と
な
り
安
全
を
確
保
で
き
な
い
」
と

全
量
撤
去
は
拒
否
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准
を

国
に
求
め
よ

　
井
坂
議
員
は
、
今
年
１
月
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
、
す
で
に
54
か
国
が
条
約
を
批
准
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
地
を
持
つ

日
本
こ
そ
、一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
、
参
加
し
、
第
一
回
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
出
席
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
本
市
も
加
盟
し
て
い
る
平
和

首
長
会
議
の
国
内
加
盟
都
市
会
議
が
国
に
対
し

て
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
力
を
尽
く
す
よ
う
要

請
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
、
条
約

の
批
准
に
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
、
命
最
優
先
の
対
策
を

「
行
財
政
改
革
計
画
」は
撤
回
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
局
の
設
置
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、

命
最
優
先
の
対
策
強
化
を
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鈴木 とよこ 議員

子
育
て
支
援
施
策
の
見
直
し
は 

撤
回
を

　
鈴
木
議
員
は
、
京
都
市
「
行
財
政
改
革
計

画
」
で
示
さ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
施
策
の
改

悪
方
針
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子

育
て
応
援
の
た
め
、
学
童
保
育
な
ど
費
用
負
担

は
軽
減
す
べ
き
と
、
ま
た
、
民
間
保
育
園
へ
の

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の
確

保
を
さ
ら
に
困
難
に
し
、
保
育
の
質
の
低
下
に

つ
な
が
る
と
し
て
撤
回
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
見
直
し

で
月
額
ベ
ー
ス
で
約
4
割
は
料
金
が
下
が
る
」

と
答
弁（
※
）。
民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、「
直
ち
に
保
育
の
安
全
の

低
下
や
保
育
士
の
勤
務
形
態
の
転
換
に
は
つ
な

が
ら
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

�

（
※
）年
額
ベ
ー
ス
で
は
６
割
が
値
上
げ
と
な
る

生
活
保
護「
扶
養
照
会
」の
廃
止
、 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員・育
成
を

　
鈴
木
議
員
は
、
代
表
質
問
に
あ
た
っ
て
、
す

べ
て
の
行
政
区
の
区
役
所
・
支
所
へ
の
聞
き
取

り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
実
施
、
現
場
の
皆
さ
ん
の
声
を
集
め

て
追
及
し
ま
し
た
。

　
国
に
対
し
て
生
活
保
護
の
扶
養
照
会
の
廃
止

を
要
望
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
申
請
者
が
「
し

な
い
で
ほ
し
い
」
場
合
に
は
照
会
し
な
い
こ
と

を
さ
ら
に
徹
底
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
提
供
、

と
り
わ
け
市
民
し
ん
ぶ
ん
で
特
集
を
組
む
な
ど

の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
は
、
国
が
示
す
80
世
帯
に
対
し
て
1
人

の
配
置
を
満
た
す
よ
う
総
数
を
増
や
す
こ
と
、

経
験
年
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
配
置
と
育

成
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
活
保
護
制
度

の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
扶
養
照
会
に

つ
い
て
も
「
本
人
の
意
向
を
十
分
に
聞
き
、
丁

寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
齢
者
施
策
の
充
実
、
認
知
症
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

　
鈴
木
議
員
は
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
、
施

策
に
つ
な
ぐ
た
め
の
核
で
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
増
や
す
こ
と
、
認
知
症
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
宣
言
や
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
の

た
め
の
公
的
な
検
診
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
設
置
開
始
時
１
８
１
人
か
ら
今
年
度
３
１

６
人
ま
で
増
員
し
て
い
る
」
と
述
べ
、「
認
知
症

施
策
の
推
進
の
た
め
の
条
例
制
定
や
公
的
な
検

査
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

現
行
の
敬
老
乗
車
証
制
度
の
堅
持
を

　
鈴
木
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
に
つ
い
て
、

気
軽
に
外
出
で
き
る
こ
と
に
よ
る
介
護
や
認
知

症
の
予
防
に
つ
な
が
る
効
果
等
が
あ
る
こ
と
、

ト
ー
タ
ル
で
判
断
す
べ
き
と
指
摘
し
、
現
行
制

度
の
ま
ま
維
持
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
制
度
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ

い
て
の
検
証
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
」
と

し
、「
現
在
、
月
に
２
５
０
円
を
負
担
し
て
い

る
全
体
の
６
割
以
上
が
、
見
直
し
後
も
月
７
５

０
円
の
負
担
で
こ
れ
ま
で
通
り
に
利
用
で
き

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
議
員
は
、
低
所
得
者
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時

の
食
費
・
居
住
費
を
軽
減
す
る
介
護
保
険
・
補

足
給
付
制
度
の
改
悪
に
つ
い
て
、
京
都
市
と
し

て
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
国

に
対
し
て
制
度
を
元
に
戻
す
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
制
度
の
変
更
に
よ
っ

て
退
所
に
至
る
こ
と
、
必
要
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
、

「
独
自
に
施
設
入
所
者
の
負
担
軽
減
を
行
う
考

え
は
な
い
、
国
に
必
要
に
応
じ
て
要
望
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
議
員
は
、
地
域
福
祉
を
担
っ
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
が
「
行
財
政
改
革
計

画
」
に
よ
っ
て
、
家
賃
等
の
減
免
見
直
し
、
補

助
金
見
直
し
等
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
社
協
は
本
市
の
事
業

を
多
数
実
施
し
て
い
る
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
」
と
し
つ
つ
、「
全
市
的
な
方
針
の
下
、
社

協
の
財
務
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
十
分
に
協
議
し
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ラ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の 

早
期
再
開
、 

山
科
区
民
の
交
通
権
の
保
障
を

　
鈴
木
議
員
は
、
今
年
４
月
１
日
に
事
業
休
止

と
な
っ
た
山
科
区
の
ラ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

に
つ
い
て
、
運
営
の
継
続
を
求
め
て
有
志
の
会

の
皆
さ
ん
が
要
望
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
る
利
用
料
金
を
基
本
と
す
る

委
託
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
状
況
で
は
赤

字
と
な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
、
早
期
の
再
開

を
求
め
ま
し
た
。

　
建
設
局
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
継
続

し
て
お
り
、
利
用
者
の
回
復
の
見
通
し
も
不
透

明
で
あ
る
」
と
し
、「
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
議
員
は
、
市
バ
ス
が
運
行
し
な
く
な
っ

た
山
科
区
に
お
い
て
、
交
通
手
段
の
確
保
の
た

め
に
住
民
の
皆
さ
ん
が
Ｍ
Ｍ（
※
）
活
動
を
懸

命
に
さ
れ
て
い
る
実
態
を
ふ
ま
え
、
そ
の
活
動

へ
の
支
援
と
と
も
に
、
山
科
区
民
の
交
通
権
を

保
障
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
本
年
度
予
算
で
計
上
し
た
地

域
の
共
助
に
よ
る
生
活
交
通
の
確
保
に
対
す
る

支
援
の
活
用
を
含
め
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
見
直
し
撤
回
を

気
軽
に
相
談
・
申
請
で
き
る
生
活
保
護
制
度
へ

高
齢
者
施
策
の
充
実
、現
行
の
敬
老
乗
車
証
制
度
の
堅
持
を

鈴木とよこ議員は、9月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。当該の地域や都市を�「過度に自動車に頼る状態」�

から、�「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通�
手段を適度に利用する状態」へと少しずつ変えて
いく一連の取り組み

「ＭＭ」 
（モビリティ・マネージメント）
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かまの 敏徳 議員

市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る 

公
務
の
体
制
を

　
か
ま
の
議
員
は
、
門
川
市
政
12
年
間
で
市
の

職
員
は
２
割
削
減
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低

下
や
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
や
め

て
公
的
役
割
の
再
建
・
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
感
染
症
対
応
を
し
て
い
る
職
員
の
「
朝

３
時
４
時
ま
で
仕
事
を
す
る
の
が
普
通
。
食
事

は
早
く
て
夕
方
、
い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な

い
と
思
っ
た
」
と
い
う
声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
年
８
月
に
は
２
８
９
時
間
の
時
間
外
勤
務
も

で
る
な
ど
、
職
員
の
命
と
健
康
を
危
険
に
さ
ら

し
、
退
職
者
ま
で
出
し
た
こ
と
を
告
発
。
異
常

な
時
間
外
勤
務
一
掃
を
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
長
時
間
の
時
間
外
勤
務
や
退
職

し
た
職
員
が
生
じ
た
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
て

い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
災
害
級
の
非
常
事

態
」
と
、
長
期
に
わ
た
る
異
常
な
働
き
方
を
正

当
化
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活
支
援
を

　
か
ま
の
議
員
は
、
経
済
的
理
由
で
進
学
を
あ

き
ら
め
た
り
、
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
若
者

が
後
を
絶
た
な
い
と
述
べ
、
学
生
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
、
新
た
な
京
都
モ
デ
ル
を
つ
く
る
べ

き
と
提
案
。
市
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
創

設
、
奨
学
金
返
済
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
中
央
卸
売
市
場
と
の
連
携
や
、
大
学
、
事

業
者
や
団
体
へ
の
補
助
な
ど
食
料
支
援
策
の
具

体
化
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
員
が
無
料

で
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

財
政
支
援
を
行
う
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
経
済
的
支
援
は
国
が
行
う
べ
き

と
答
弁
。
食
糧
支
援
や
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
へ

の
支
援
に
も
背
を
向
け
ま
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る 

住
宅
政
策
を

　
か
ま
の
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
営
住
宅
の

役
割
強
化
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
。
市

営
住
宅
の
戸
数
減
少
で
は
な
く
、
市
内
中
心
部

な
ど
へ
の
増
設
、
家
賃
減
免
制
度
の
維
持
、
入

居
資
格
基
準
の
引
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
・
簡
易
宿
所
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
や
商

業
施
設
の
誘
致
等
に
よ
る
地
価
高
騰
で
、
若

年
・
子
育
て
層
が
市
内
に
定
住
で
き
な
い
と
述

べ
、
家
賃
補
助
、
民
間
の
空
き
家
を
市
営
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
市
営
住
宅
の
供
給
量
は
充
足

し
て
い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
、
管
理
戸
数
を
削

減
す
る
と
宣
言
。
家
賃
減
免
制
度
の
見
直
し
撤

回
も
収
入
基
準
の
引
き
上
げ
も
拒
否
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
策
の
強
化
を

　
か
ま
の
議
員
は
、「
既
存
融
資
と
コ
ロ
ナ
融

資
に
よ
る
二
重
ロ
ー
ン
」「
収
入
は
月
次
支
援

金
10
万
円
の
み
」「
一
日
の
売
り
上
げ
が
２
０

０
円
」
な
ど
中
小
企
業
の
厳
し
い
実
態
を
示
し
、

「
経
済
の
主
人
公
で
あ
る
中
小
企
業
は
ひ
と
つ

も
つ
ぶ
さ
な
い
」、
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
必
要
だ
と
主
張
。
直
接
給
付
や
、
無
利

子
・
無
保
証
融
資
の
復
活
、
既
存
債
務
の
返
済

猶
予
、
販
路
支
援
な
ど
の
支
援
強
化
、
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
復
活
や
、
区
役
所
に
相
談

窓
口
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
「
中
小
企
業
等
を
下
支
え
す
る
こ

と
は
本
市
の
責
務
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
具
体

策
に
つ
い
て
は
国
や
金
融
機
関
に
要
請
し
て
い

る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

公
共
工
事
の
現
場
の 

賃
金
引
き
上
げ
を

　
か
ま
の
議
員
は
、
京
都
市
の
公
共
工
事
一
日

当
た
り
の
平
均
賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う

全
京
都
建
築
労
働
組
合
の
調
査
結
果
を
示
し
、

設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
が
賃
金
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
事
業
主
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
追
及
、

実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
上
で
公
契
約

基
本
条
例
に
賃
金
条
項
を
盛
り
込
む
べ
き
と
主

張
し
ま
し
た
。

　
財
政
担
当
局
長
は
、「
適
正
な
予
定
価
格
を

設
定
し
て
い
る
」
と
実
態
を
見
よ
う
と
せ
ず
、

賃
金
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
は
拒
否
し
ま
し
た
。

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る 

補
聴
器
購
入
助
成
の
実
現
を

　
か
ま
の
議
員
は
、
早
め
の
段
階
か
ら
補
聴
器

を
使
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支

え
脳
へ
の
刺
激
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
い

う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
提
言
を
示
し
、
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
加
齢
性
難
聴
は
進
行
す

る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
な
り
、

社
会
か
ら
の
孤
立
に
よ
り
、
う
つ
病
や
認
知
症

に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
」
と
の
研
究
を
紹
介

し
、
国
が
補
聴
器
を
用
い
た
場
合
の
認
知
機
能

低
下
の
予
防
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

小
学
校
跡
地
を
、 

地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
場
に

　
か
ま
の
議
員
は
、
下
京
区
に
、
学
校
跡
地
を

活
用
し
て
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を
保
障
し
、

世
代
を
超
え
て
地
域
住
民
が
自
由
に
集
い
憩
え

る
施
設
、
子
ど
も
た
ち
が
集
え
る
空
間
の
設
置

を
要
望
し
ま
し
た
。

市
職
員
の
削
減
で
は
な
く
、
公
的
役
割
の
再
建
・
強
化
を 

コ
ロ
ナ
禍
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
生
活
・
学
生
・
中
小
企
業
・

労
働
者
支
援
を

かまの敏徳議員は、9月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。
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市長総括質疑 1日目
10月18日

　
加
藤
議
員
は
、
ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
危

機
の
も
と
、
不
要
不
急
な
事
業
を
見
直
し
凍
結
し
て
で

も
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
・
生
業
を
応
援
す
る
コ
ロ
ナ

対
策
を
何
よ
り
も
優
先
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
お
い
て
、
市
長
は
「
財
政

危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
、
福
祉
・
住
民
サ
ー
ビ

ス
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
過
去
５
年
間
で

も
財
源
不
足
額
が
１
０
０
０
億
円
以
上
も
過
大
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
、
過
大
な
財
政
危
機
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
、
今
後
「
一
般
財
源
の
上
限

１
７
０
億
円
」
に
抑
え
る
と
し
て
い
る
が
、
２
０
１
０

年
、
財
政
有
識
者
会
議
が
「
市
の
主
体
性
に
よ
り
事
業

の
在
り
方
を
決
定
で
き
る
余
地
の
大
き
い
公
共
投
資
」

と
の
提
言
を
出
し
た
あ
と
、
２
０
１
２
年
に
は
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
１
０
１
億
円
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
市

長
の
前
「
京
プ
ラ
ン
」
期
間
中
に
引
き
上
げ
て
き
た
こ

と
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
何
度
で

も
無
料
で
検
査
で
き
る
」
体
制
を
確
立
し
、
国
や
府
に

対
し
て
必
要
な
財
政
措
置
を
求
め
る
こ
と
、
子
ど
も
の

育
ち
・
学
び
を
守
る
た
め
、
保
育
園
や
学
校
で
の
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
無
症
状
者
へ
の
網
羅
的
・
定
期
的
な
検

査
に
つ
い
て
、
実
効
性
は
薄
い
と
し
て
拒
否
し
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
第
５
波
の
感
染
拡
大
時
に
は
、
保

健
師
が
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
、
そ
れ
で
も
疫
学
調

査
や
健
康
観
察
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
実
態
を
ふ
ま
え
、

保
健
所
を
行
政
区
単
位
に
戻
す
こ
と
を
提
案
。
少
な
く

と
も
第
６
波
に
備
え
、
健
康
観
察
や
疫
学
調
査
に
つ
い

て
は
行
政
区
へ
機
能
を
戻
し
、
地
域
に
密
着
し
、
柔
軟

で
丁
寧
な
対
応
を
行
え
る
よ
う
に
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
現
在
の
一
元
的
な
体
制
で
乗
り
越
え
ら

れ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。
と
が
し
議
員
は
、
各
行
政
区

単
位
の
保
健
所
体
制
で
、
コ
ロ
ナ
対
応
し
た
名
古
屋
市

の
事
例
を
示
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

を
支
え
る
重
要
な
も
の
」
と
し
な
が
ら
、
受
益
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
、
多
く
享
受
す
る
人
に
は
負
担
し
て
も
ら

う
な
ど
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
に
大
き

く
、
繰
り
返
し
掲
載
す
る
よ
う
提
案
。
副
市
長
が
「
生

活
保
護
の
相
談
は
敷
居
が
高
い
」
と
述
べ
た
た
め
、
い

っ
そ
う
周
知
の
必
要
性
が
明
ら
か
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
﹃
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸

付
事
業
﹄
が
今
こ
そ
必
要
と
述
べ
、
早
急
に
復
活
し
通

年
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
料
の
減

免
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
前
の
基
準
で
制
度

適
用
す
べ
き
と
主
張
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、「
敬
老
乗
車
証
の
負
担
額
が
９
０
０

０
円
、
１
５
０
０
０
円
に
な
る
な
ら
や
め
る
」
と
い
う

声
を
示
し
、
改
悪
す
れ
ば
暮
ら
し
の
質
が
悪
化
す
る
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
敬
老
乗
車
証
制
度
は
雲
个
畑
な
ど
民

営
バ
ス
の
運
営
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も
述

べ
、
現
行
制
度
の
継
続
を
強
く
迫
り
ま
し
た
。
副
市
長

は
「
市
独
自
の
福
祉
施
策
で
あ
り
高
齢
者
の
社
会
参
加

　
河
合
議
員
は
、
ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
安
心
し
て
学
べ
、

教
員
の
目
が
ゆ
き
と
ど
く
教
育
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
直
ち
に
全
学
年
で
35
人
学
級
の
実
現
を
求
め
ま
し

た
。
第
２
に
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
保
育
の
現
場
、
保
護

者
が
安
心
で
き
る
施
策
こ
そ
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

保
育
園
へ
の
補
助
金
見
直
し
、
学
童
保
育
の
利
用
料
・

保
育
料
引
き
上
げ
を
言
い
出
す
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
保
育
で
は
、
大
本
に
、
低
す
ぎ
る
国
の
職
員
配
置
基

準
が
あ
り
、
４
歳
児
・
５
歳
児
は
30
人
に
対
し
１
人
で

あ
り
、
小
学
校
で
も
30
人
以
下
学
級
を
求
め
て
お
り
、

あ
ま
り
に
も
実
態
に
合
わ
な
い
も
の
で
、
抜
本
的
に
改

善
す
る
よ
う
強
力
に
国
に
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
の
利
用
料
の
見
直
し
で
、
実
際
に

は
２
・
６
倍
負
担
増
の
方
も
で
て
、
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
る
と
紹
介
し
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
・
学
童

保
育
を
利
用
す
る
こ
と
に
「
応
益
負
担
」
を
導
入
す
る

な
ど
論
外
だ
、
と
追
及
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
予

算
の
確
保
だ
け
が
保
育
の
水
準
の
維
持
で
は
な
い
」

「
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
視
点
だ
」
な
ど
と
冷
た
い

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
影
響
を
具
体
的

に
示
し
、
補
助
金
と
は
別
に
市
独
自
で
で
も
直
接
給
付

を
行
う
こ
と
を
求
め
、
９
月
補
正
で
中
小
企
業
再
起
支

援
補
助
金
「
応
援
金
」
が
で
き
た
が
、
規
模
的
に
は
不

十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
企
業
立
地
促
進
制
度
補
助
金
に
つ
い
て
、
20
年
度
決

算
の
う
ち
、
Ｓ
社
１
社
で
１
億
２
５
０
０
万
円
を
支
給
、

多
額
の
内
部
留
保
を
持
つ
体
力
の
あ
る
大
企
業
は
対
象

か
ら
外
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
市
内
企
業
の
99
・
７

％
を
占
め
る
既
存
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

を
抜
本
的
に
強
め
、
地
域
内
経
済
の
循
環
を
は
か
る
べ

き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
」
と
し
た
上
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の
政
策
の
転
換
と
、
建
築
基
準
法

と
矛
盾
し
な
が
ら
市
長
が
お
墨
付
き
を
与
え
る
「
上
質

宿
泊
施
設
誘
致
制
度
」
の
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。

過
大
な
「
財
政
危
機
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
中
止
せ
よ
。

福
祉
・
住
民
サ
ー
ビ
ス

削
減
は
公
約
違
反

加藤あい
議員

第
6
波
に
備
え
た

P
C
R
検
査
の
拡
充
、

地
域
に
密
着
し
た

保
健
所
体
制
を

とがし豊
議員

敬
老
乗
車
証
現
行
制
度

の
継
続
こ
そ
。

生
活
保
護
制
度
の
周
知

を
進
め
よ

玉本なるみ
議員

コ
ロ
ナ
禍
で
の

子
ど
も
の
育
ち・学
び
の

保
障
を

河合ようこ
議員

循
環
型
経
済
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
影
響

に
見
合
っ
た
中
小
・
小

規
模
事
業
者
支
援
を
！

くらた共子
議員
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ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
市
長
就
任
以
来
３
，
６
０
０
人
の

職
員
削
減
で
、
市
民
の
命
や
く
ら
し
を
支
え
る
仕
事
に

支
障
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
特
に
コ
ロ
ナ
対

策
で
は
、
医
療
関
係
者
や
現
場
職
員
か
ら
保
健
所
を
区

役
所
に
戻
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
声
に
応
え

る
べ
き
と
追
及
。
市
長
は
、
保
健
所
の
一
元
化
に
無
反

省
の
ま
ま
拒
否
し
ま
し
た
。

　
ま
た
職
員
削
減
に
よ
っ
て
、
月
の
残
業
時
間
が
１
０

０
時
間
を
超
え
た
職
員
は
市
全
体
で
１
９
０
人
に
も
の

ぼ
り
、
あ
ら
ゆ
る
部
署
で
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
、
市

民
の
命
も
職
員
の
命
も
守
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
超
過
勤
務

の
増
加
を
認
め
な
が
ら
も
、
職
員
削
減
方
針
に
固
執
し

ま
し
た
。

　「
財
政
が
破
た
ん
し
か
ね
な
い
」
と
、
市
民
に
負
担
増

と
制
度
改
悪
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
北
陸

新
幹
線
や
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
巨
額
の
負
担
が

生
じ
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
は

全
く
辻
褄
が
あ
っ
て
い
な
い
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
高
い
学
費
・

奨
学
金
返
済
の
負
担
軽
減
や
学
生
生
活
へ
の
直
接
支
援

が
、
切
実
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
独
自
で
の
取
り

組
み
と
就
活
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
学
生
生
活
の
現
状
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
学
費
の
負
担
軽
減
や
直
接
給
付
は
国
に

お
い
て
統
一
的
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
実

態
調
査
の
実
施
に
は
後
向
き
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
無
症
状
感
染
者
の
早
期
発
見
の
た

め
の
学
生
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
、
大
学
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
検
査
戦
略
を
持
つ

べ
き
、
ま
た
、
教
育
・
福
祉
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
難
し
い
実
習
・
実
技
の
授
業
な

ど
の
時
に
負
担
な
し
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
行
え
る
よ
う
に

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
大
学
で
独
自

で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
国
に
検
査
へ
の
補
助
を
要

望
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
、
大
学
に
対
す

る
独
自
の
検
査
戦
略
に
つ
い
て
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ら
は
何
度
も
、
男
女
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
よ
う
勧

告
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
女
性
の
働
く
意
欲
が
失

わ
れ
、
子
育
て
の
安
心
も
後
退
す
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
気
候
危
機
に
つ
い
て
、
本
市
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
目
標
に
つ
い
て
更
な
る
高
み
を
目
指
す
べ
き
で
あ

り
、
気
候
変
動
へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
い
う
「
気

候
正
義
」
の
概
念
が
重
要
と
指
摘
。
国
や
自
治
体
、
大

企
業
は
環
境
破
壊
や
乱
開
発
を
抑
制
す
べ
き
と
主
張
し

ま
し
た
。
副
市
長
は
、
そ
の
都
度
見
直
す
と
し
つ
つ
も

「
よ
り
高
い
目
標
が
よ
い
と
は
思
う
が
、
高
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
各
地
で
開
か
れ
た
食
材
提
供
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
労
働
で
仕
事

が
な
く
な
っ
た
女
性
、
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
も
収
入
が
減
っ
た
と
、
困
窮
す
る
女
性
が
多

く
訪
れ
た
、
と
紹
介
。
女
性
の
貧
困
は
、
社
会
に
お
い

て
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
、
特
に

「
男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
が
不
可
欠
」
で
、
国
連
か

　
平
井
議
員
は
、
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
に
、
市

バ
ス
の
運
行
・
管
理
を
民
間
に
受
委
託
す
る
こ
と
は
、

安
全
・
安
心
な
運
行
や
、
運
転
手
・
整
備
士
不
足
の
面

か
ら
も
や
め
て
、
直
営
に
戻
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
か
ら
の
要
請
で

乗
客
減
に
取
り
組
み
、
経
営
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
責
任
は
国
に
補
て
ん
を
求
め
る
べ
き
で
、

運
賃
値
上
げ
で
市
民
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
と

指
摘
し
ま
し
た
。「
全
会
計
連
結
の
視
点
」
と
い
う
な

ら
、
一
番
厳
し
い
交
通
局
へ
の
補
助
や
繰
り
出
し
を
増

や
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
に
影
響
が

出
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
５
年
で
約
１
０
０
億
円
の
出

資
金
の
休
止
は
や
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

浄
水
場
や
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
、
管
路
管
理
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
運
転
・
保
守
・
維
持
管
理
業
務
を
民
間
委
託

し
て
い
る
が
、
財
政
効
率
だ
け
を
追
求
し
た
民
営
化
・

広
域
化
に
つ
な
が
る
国
の
や
り
方
に
意
見
す
べ
き
、
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
過
去
の
大
規
模
投
資
事
業
に
つ
い
て
、

市
債
を
発
行
し
て
身
の
丈
に
合
わ
な
い
事
業
や
高
速
道

路
な
ど
の
ム
ダ
な
事
業
の
財
源
を
確
保
し
て
き
た
こ
と

が
「
危
機
的
な
財
政
状
況
」
を
つ
く
っ
た
大
き
な
要
因

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
地
下
鉄
東
西
線
建
設
事
業
で
は

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
い
い
な
り
に
１
４
３
回
の
契
約
変
更

で
２
倍
に
、
特
に
、
御
陵
駅
工
区
で
は
毎
年
契
約
変
更

を
繰
り
返
し
７
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
を
示
し
真
摯

な
反
省
を
求
め
ま
し
た
。
ム
ダ
な
大
型
事
業
や
東
西
線

建
設
費
膨
張
の
ツ
ケ
を
「
行
財
政
改
革
」
の
名
で
、
市

民
に
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。

そ
の
上
で
、
不
要
不
急
、
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を
見

直
し
て
凍
結
、
先
送
り
す
る
こ
と
が
「
将
来
世
代
」
の

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
や
堀
川
油
小

路
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
、
１
号
線
９
号
線
の
バ
イ
パ
ス

な
ど
の
見
直
し
を
迫
り
ま
し
た
。
副
市
長
が
「
投
資
は

過
去
の
借
金
だ
が
後
世
代
に
効
果
発
揮
さ
れ
る
」
と
大

型
事
業
推
進
の
姿
勢
を
示
し
た
た
め
、
優
先
す
べ
き
は

市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
も
職
員
も
守
れ

な
い
、
職
員
削
減
方
針
の

転
換
を

ひぐち英明
議員

学
生
の
た
め
の

市
独
自
の
直
接
支
援
、

無
料
で
の
P
C
R
検
査
を

やまね智史
議員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
逆
行
す
る

「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
を

気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て

山本陽子
議員

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃

値
上
げ
は
や
め
よ

下
水
道
事
業
へ
の
出
資

金
休
止
は
や
め
る
べ
き

平井良人
議員

過
去
の
大
規
模

投
資
事
業
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
の
か

井坂博文
議員
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西
野
議
員
は
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、

介
護
保
険
会
計
の
各
決
算
に
対
し
「
認
定
し
な
い
」

と
し
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
く
ら
し
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
不
要
不
急
の
事
業
を
思
い
切
っ
て
凍

結
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
市
長

は
全
く
逆
の
市
政
を
進
め
た
と
批
判
し
ま
し
た
。
市

民
し
ん
ぶ
ん
や
メ
デ
ィ
ア
も
使
い
、「
５
０
０
億
円

足
り
な
い
」「
財
政
が
破
綻
す
る
」
と
財
政
危
機
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
福
祉
切
り
捨
て
に
ま
い
進
す

る
一
方
で
、
芸
大
移
転
や
市
庁
舎
整
備
な
ど
の
見
直

し
は
全
く
行
わ
ず
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
な
ど
の

大
型
工
事
は
推
進
す
る
立
場
は
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
無
症
状
者
を

早
急
に
保
護
し
感
染
拡
大
を
抑
え
る
検
査
体
制
、
積

極
的
疫
学
調
査
や
地
域
に
根
差
し
た
感
染
対
策
を
行

わ
ず
、
保
健
所
体
制
集
約
化
の
検
証
を
行
わ
な
か
っ

た
結
果
、
対
応
が
遅
れ
、
自
宅
で
命
を
落
と
さ
れ
る

等
、
深
刻
な
事
態
が
生
じ
た
と
し
、
公
衆
衛
生
行
政

の
見
直
し
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
０
０
０
件
を
超
え
る
市
民
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
す
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
個
人
市
民
税
の
課
税
標
準
額
７
０
０
万

円
以
上
の
税
率
を
三
位
一
体
改
革
前
の
10
％
に
戻
せ

ば
45
億
円
の
財
源
が
生
ま
れ
、
資
本
金
３
億
円
以
上

の
大
企
業
の
法
人
税
割
を
他
の
多
く
の
政
令
市
同
様

の
８
・
４
％
に
引
き
上
げ
れ
ば
決
算
年
度
で
３
億
６

千
万
円
、
そ
の
前
年
は
４
億
５
千
万
円
の
増
収
に
な

る
こ
と
を
指
摘
、
市
民
に
負
担
増
を
押
し
付
け
る
姿

勢
を
改
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
地
方
自
治
体
の
第
一
の
役
割
で
あ

る
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
投
げ
捨
て
「
自
己
責
任
」

「
応
益
負
担
」
を
押
し
付
け
れ
ば
、
多
く
の
市
民
の

く
ら
し
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
述
べ
、
敬
老
乗
車

証
制
度
の
改
悪
や
学
童
保
育
所
の
利
用
料
の
大
幅
値

上
げ
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
と
強
調
。
さ
ら
に
若

者
支
援
や
中
小
企
業
支
援
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
保
険
料
の
値
下
げ
、
保
険
料
減
免
や
傷

病
手
当
の
市
独
自
施
策
が
必
要
で
あ
っ
た
が
具
体
化

さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
特

例
減
免
に
つ
い
て
、
改
善
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
認
定
・
給
付

業
務
の
集
約
化
・
民
間
移
管
が
行
わ
れ
、
調
査
内
容

に
つ
い
て
の
丁
寧
な
聞
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
、

的
確
な
判
定
が
後
退
し
た
こ
と
を
反
省
し
、
改
善
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
最
後
に
「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
京
都
市
が
推
進
の
立
場
を
示
し
て
い
る
北
陸
新

幹
線
延
伸
計
画
に
つ
い
て
、
２
兆
１
千
億
円
と
言
わ

れ
て
い
る
工
事
費
が
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
か
わ
か
ら
ず
、

８
８
０
万
㎥
に
も
な
る
大
量
の
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
処

　
く
ら
た
議
員
は
、
公
営
企
業
特
別
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
市
バ
ス
事
業
に

つ
い
て
は
「
認
定
し
な
い
」、
地
下
鉄
事
業
に
つ
い

て
は
「
認
定
す
る
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。

　
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
中
小
・
小
規
模
事

業
者
が
休
・
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、
非
正
規
労
働
者

等
が
雇
い
止
め
、
自
殺
者
が
急
増
す
る
深
刻
な
事
態

と
な
っ
て
い
る
下
で
、「
公
営
企
業
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制

度
創
設
を
求
め
ま
し
た
が
、
理
事
者
は
「
公
平
性
の

観
点
か
ら
困
難
」
と
拒
否
し
ま
し
た
。
財
政
効
率
を

目
的
に
、
浄
水
場
・
下
水
処
理
場
運
転
管
理
業
務
等

の
民
間
委
託
を
す
す
め
、
職
員
削
減
と
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
増
大
さ
せ
た
と
批
判
し
ま
し
た
。
水
道

事
業
の
広
域
化
は
、
事
業
形
態
や
水
源
な
ど
中
身
が

バ
ラ
バ
ラ
の
も
の
を
一
緒
に
行
う
こ
と
に
無
理
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
通
り
自
治
体
間
の
連
携
に
留
め
る
こ

と
を
府
に
意
見
す
べ
き
と
指
摘
し
、
５
年
間
で
約
１

０
０
億
円
の
下
水
道
へ
の
出
資
金
の
休
止
は
止
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
バ
ス
事
業
で
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
に
つ
い

て
、「
交
通
事
業
者
と
し
て
福
祉
施
策
的
な
観
点
で

考
え
る
必
要
は
無
い
」
と
の
驚
く
べ
き
答
弁
が
あ
り
、

「
公
営
交
通
の
役
割
は
市
民
福
祉
の
増
進
で
、
現
行

制
度
の
維
持
を
求
め
る
声
を
受
け
止
め
る
べ
き
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
管
理
の
受
委
託
で
は
、
京
阪
バ
ス

に
委
託
し
て
い
た
業
務
が
直
営
に
戻
さ
れ
、
民
間
で

は
利
益
の
得
ら
れ
な
い
事
業
は
継
続
で
き
な
い
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、「
財
政
効
率
だ
け
を
追
求
す

る
と
、
事
業
そ
の
も
の
を
破
綻
さ
せ
る
」
と
指
摘
、

直
営
に
戻
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、
決
算
年
度
に
お
い
て

北
大
路
駅
へ
の
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
設
置
に
向
け
た
設

計
着
手
な
ど
、
安
全
対
策
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
認

定
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
公
営
事
業
も
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
大
幅

に
減
少
し
た
が
、
減
収
補
填
は
国
の
責
任
だ
と
指

摘
。「
公
営
企
業
の
独
立
採
算
制
の
矛
盾
は
明
ら
か

で
、
法
改
正
を
含
め
国
に
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
、

全
国
の
公
営
企
業
と
連
携
し
減
収
補
填
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
必
要
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
財
政
危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
市
民

福
祉
の
切
り
捨
て
を
進
め
た
決
算
は
認
め
ら
れ
な
い

�

一
般
会
計
等
決
算
に
対
し
て
、
西
野
さ
ち
子
議
員
が
反
対
討
論

公
営
企
業（
水
道
、下
水
道
、市
バ
ス
、地
下
鉄
）

特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

�

く
ら
た
共
子
議
員
が
討
論

理
方
法
も
未
定
、
地
上
へ
の
影
響
や
地
下
水
へ
の
対

応
な
ど
、
市
民
の
福
祉
を
切
り
捨
て
て
ま
で
進
め
る

必
要
は
な
い
と
批
判
。
堀
川
・
油
小
路
地
下
バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
、
鴨
東
線
第
３
工
区
を
含
め
ム
ダ

な
大
型
事
業
は
中
止
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
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河
合
よ
う
こ
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
原
案
に
反
対
し
討
論

し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
を
事
実
上
解
体

し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
圧
迫

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
市
民
の
意
見
に
耳
を
貸
さ

ず
、
制
度
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
の
検
証
を
全

く
行
お
う
と
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
敬
老
乗
車

証
に
か
か
る
財
源
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
巨
額

の
負
担
が
伴
う
で
あ
ろ
う
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
の

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
断
言
し
て
い
る
こ
と
、

本
市
の
財
源
不
足
額
が
想
定
よ
り
少
な
く
な
る
見
込

み
と
な
り
、
制
度
変
更
の
根
拠
が
崩
れ
て
い
る
こ
と

等
を
指
摘
し
、
制
度
の
見
直
し
は
断
じ
て
認
め
ら
れ

な
い
と
述
べ
、
現
行
制
度
の
存
続
こ
そ
必
要
と
主
張

し
ま
し
た
。

　
京
都
党
・
日
本
維
新
の
会
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

負
担
金
を
一
律
２
９
４
４
０
円
と
す
る
こ
と
は
、
市

民
の
願
い
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
反
対
し
ま
し

た
。

　
と
が
し
豊
議
員
は
、
学
童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ

と
な
る
児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
反
対
の
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
①
「
毎
年
５
０
０
億
円
の
財
源
不

足
見
込
み
」
は
、
１
２
３
億
円
に
修
正
さ
れ
、
過
大

な
見
積
り
で
あ
っ
た
。
②
コ
ロ
ナ
禍
に
、
所
得
が
低

い
方
々
の
負
担
を
大
き
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
６
割

の
世
帯
で
値
上
げ
と
な
る
。
③
「
少
子
化
対
策
」
に

逆
行
し
、
社
会
全
体
の
利
益
を
損
な
う
。
④
「
応
益

負
担
」
の
考
え
方
で
、
午
後
５
時
ま
で
と
午
後
６
時

半
ま
で
の
利
用
や
、
土
曜
日
の
利
用
に
新
た
な
格
差

を
持
ち
込
む
。
⑤
学
童
保
育
の
現
場
や
保
護
者
の
意

見
を
聞
か
ず
に
、
改
悪
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑥
学
童
に
子
ど
も
を
預
け
ざ
る
を
得
な
い
家
庭
や
子

ど
も
を
「
受
益
者
」
と
見
立
て
て
、
そ
れ
以
外
の
市

民
と
の
間
に
対
立
を
あ
お
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、「
誰
も
が
様
々
な
世
代
の
人
々
に
支
え

ら
れ
、
そ
れ
を
ま
る
ご
と
支
え
る
の
が
社
会
保
障
。

そ
の
受
益
者
は
社
会
で
あ
る
と
い
う
に
認
識
に
立
つ

べ
き
だ
」
と
質
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
制
度
を
改
悪
す
る
条
例
案
に
対
し
て

�

河
合
よ
う
こ
議
員
が
反
対
討
論

学
童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ
条
例
に
対
し
て

�

と
が
し
豊
議
員
が
反
対
討
論

　
玉
本
な
る
み
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
条
例
を
改
悪
す
る
条
例

制
定
に
対
す
る
一
部
修
正
案
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
の
改
悪

に
対
す
る
修
正
案

�

玉
本
な
る
み
議
員
が
提
案

　
井
上
け
ん
じ
議
員
は
、「
敬
老
乗
車
証
」
と
「
学

童
保
育
所
」
の
各
一
部
条
例
改
正
案
は
継
続
審
査
す

べ
き
と
の
動
議
を
提
出
し
、
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
一
に
、「
毎
年
５
０
０
億
円
」
の
財
源
不
足
額

が
過
大
見
積
も
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

提
案
の
前
提
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
一
般
財
源
収
入
を
増
や
す
党
議
員
団
の

建
設
的
な
提
案
に
つ
い
て
検
討
も
し
な
い
ま
ま
の

「
財
政
危
機
」
強
調
は
、「
危
機
」
を
疑
わ
し
め
る
こ
と
。

　
第
三
に
、
二
つ
の
条
例
改
正
案
自
体
の
議
論
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。
敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
は
、
多

面
的
な
意
義
や
改
悪
さ
れ
た
場
合
の
交
付
率
低
下
の

危
惧
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
学
童
保
育
利
用
料
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
に
意
見
を
聴
く
こ
と
も
な
く
、
当

事
者
を
無
視
し
た
提
案
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
学
童

保
育
は
児
童
福
祉
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
権
利
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、「
受
益
」
と
す
る
議
論
の
誤
り

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
制
度
対
象
者
と
非
対
象
者
間
に
分
断
を

煽
る
か
の
よ
う
な
市
の
言
い
方
に
対
し
、
こ
の
点
に

つ
い
て
も
議
会
か
ら
の
点
検
が
要
る
と
指
摘
、
賛
否

に
拘
わ
ら
ず
慎
重
審
議
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
敬
老
乗
車
証
条
例
改
正
案
」
と
「
児
童
館
学
童

保
育
所
条
例
改
正
案
」
は
継
続
審
査
す
べ
き

�

井
上
け
ん
じ
議
員
が
動
議
を
提
出

京都党・日本維新の会の修正案

•負担金　一律29,440円
　　（生活保護・市民税非課税世帯も含む）
•京都党議員討論抜粋
　　（終了本会議　11月5日）
「（市長提案は）、生活保護世帯の方々は負担ゼロの
ままであり、不公平感を助長している」

日
本
共
産
党
議
員
団
の
修
正
案
の
概
要

◦
対
象
年
齢
を
70
歳
か
ら
75
歳
以
上
へ
の
引
き
上
げ����⇒

��

削
除

◦�

合
計
所
得
金
額
が
7
0
0
万
円
以
上
の
方
を

対
象
外
に
す
る
こ
と�

⇒
�

削
除

◦
負
担
金
の
3
倍
以
上
の
値
上
げ�

�⇒
�

削
除

○ 

１
万
円
ま
で
の
回
数
券
の
半
額
を
補
助
す
る

「
敬
老
乗
車
券
」の
創
設

　
申
請
減
の
受
け
皿
と
し
て
で
は
な
く
、
現
行
制
度
を
補
完

す
る
も
の
と
す
る

京都党・日本維新の会は、市長提案に反対した上で、
さらに高い負担金の提案をしました。
（日本共産党は反対、反対多数で否決）
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11月 5日
討論、意見書

●
総
合
企
画
局

◦�

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
/
条
例
改
正
の
前
提
と
な
る
法
そ

の
も
の
が
、
行
政
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
統
括
し
強
大
な
権
限
を
も
つ
デ

ジ
タ
ル
庁
が
内
閣
に
創
設
さ
れ
、
個
人

情
報
を
企
業
が「
利
活
用
」し
や
す
く
す

る
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
漏
洩
、

流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

指
摘
し
た
。

●
行
財
政
局

◦�

請
願「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染
症
拡

大
防
止
協
力
金
の
非
課
税
措
置
」　

持
続

化
給
付
金
な
ど
、
事
業
所
向
け
の
補
助

金
・
給
付
金
は
本
来
課
税
扱
い
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
大
き

さ
か
ら
非
課
税
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
小
事
業
者
の

深
刻
さ
か
ら
、
す
べ
て
の
会
派
が「
留

保
」を
表
明
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会

◦�

投
票
所
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

文
化
環
境
委
員
会

（
２
０
２
１
年
10
月
1₃
日
）

●
文
化
市
民
局

◦�

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
/
改
定
さ
れ
た
法
律
に
地
方
自
治
の

侵
害
、
個
人
情
報
の
漏
洩
の
危
険
、
企

業
の
儲
け
の
種
に
す
る
な
ど
、
重
大
な

問
題
が
あ
る
も
の
。

◦�

証
明
等
手
数
料
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　

�　
改
定
さ
れ
た
法
律
に
、
国
の
関
与
を

明
確
に
す
る
問
題
が
あ
る
も
の
。

◦�

陳
情「
特
別
定
額
給
付
金
の
再
度
実
施
の

要
請
」　

同
給
付
金
の
家
計
へ
の
効
果
を

質
疑
し
、
再
給
付
を
求
め
た
。（
答
弁
↓

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
必
要
に
応
じ

て
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
）

◦�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
つ
い
て
/

京
都
市
の
男
女
の
賃
金
格
差
の
現
状
把

握
を
要
求
。
３
０
０
人
以
上
を
常
時
雇

用
す
る
民
間
事
業
者
へ
の
事
業
主
行
動

計
画
で
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
基
礎
項

目
に
な
っ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
し
た
。

●
環
境
政
策
局

◦�「
京
都
市
役
所
Ｃ
Ｏ
２

削
減
率
先
実
行

計
画
」（
21
～
₃₀
年
）の
策
定
に
つ
い
て

/
₃₀
年
度
₄₆
％
削
減
の
目
標
で
は
、
5₀

年
度
に
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
5₀
～
₆₀
％
の
目
標
を
要
求
。
再
エ

ネ
目
標
の
引
き
上
げ
や
進
捗
状
況
の
見

え
る
化
、
Ｒ
Ｅ
１
０
０（
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
調
達
す
る
）宣
言
、
乱
開
発
を
許
さ

な
い
認
識
を
持
つ
こ
と
を
要
求（
答
弁
↓

こ
の
ま
ま
の
経
済
活
動
を
続
け
る
と
環

境
が
維
持
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

持
続
性
を
踏
ま
え
て
経
済
活
動
等
々
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
）。
北
陸
新
幹
線

延
伸
計
画
は
、
乱
開
発
の
最
た
る
も
の

だ
と
指
摘
し
た
。

◦�

北
陸
新
幹
線
延
伸
に
よ
る
伏
見
の
地
下

水
へ
の
悪
影
響
の
認
識
と
、
市
独
自
の

地
下
水
へ
の
影
響
分
析
に
つ
い
て
質
問

（
答
弁
↓
影
響
の
回
避
低
減
を
求
め
て
い

る
。
調
査
は
市
で
実
施
す
る
も
の
で
は

な
い
）。
酒
造
エ
リ
ア
、
地
下
水
採
取
ス

ポ
ッ
ト
、
地
下
水
調
査
個
所
の
地
図
、

延
伸
計
画
の
撤
回
を
要
求（
答
弁
↓
同
資

料
を
把
握
す
る
立
場
に
な
い
の
で
資
料

は
な
い
）。全
く
無
責
任
だ
と
指
摘
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

（
２
０
２
１
年
10
月
1₃
日
）

●
保
健
福
祉
局

◦�

京
都
市
敬
老
乗
車
証
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
/　

財

政
不
足
５
０
０
億
と
さ
れ
て
い
た
も
の

が
今
や
1
2
3
億
と
な
り
、
改
革
の
前

提
が
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
見
合
っ

た
見
直
し
に
す
べ
き
。
制
度
の
効
果
を

前
向
き
に
検
証
し
て
い
な
い
。
中
高
生

の
市
バ
ス
・
地
下
鉄
連
絡
定
期
券
の
金

額
と
比
較
し
て
検
討
し
た
こ
と
は
結
果

と
し
て
世
代
間
の
対
立
を
あ
お
っ
て
い

る
等
、
指
摘
し
撤
回
を
求
め
た
。

◦�

京
都
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦�

請
願「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
国
保

等
の
減
免
の
充
実
等
」　

継
続
審
査
と
な

っ
た
。

◦�

陳
情「
敬
老
乗
車
証
制
度
の
見
直
し
案
の

撤
回
」

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

常任委員会トピックス

総
務
消
防
委
員
会

（
２
０
２
１
年
10
月
1₃
日
）

９月市会終了本会議での意見書・決議の採択結果

（注） 自民＝自由民主党京都市会議員団　　　　　　共産＝日本共産党京都市会議員団　　公明＝公明党京都市会議員団
民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団　　京都＝地域政党京都党市会議員団　　維新＝日本維新の会京都市会議員団　　無所属＝森川央議員

件　名 審議
結果

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対

提案会派等
共
産

自
民

公
明

民
フ

京
都

維
新

無
所
属

出産育児一時金の増額を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求める意見書の提出につ
いて 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、民フ、

維新、無所属

離婚後の子どもの養育について家族法の整備を求める意見書の提出について 否決 × × × 〇 〇 〇 〇 民フ、維新、無所属

　
山
田
議
員
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
実
態
は
引
き
続
き
厳
し
い
現

状
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
時
短
協
力
金
の
早
期
支
給
、
お
昼
に
営
業
さ

れ
て
い
る
飲
食
店
や
飲
食
店
以
外
の
業
種
へ
の
独
自
支
援
、
継
続
的
な
固

定
費
補
助
等
事
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
、
と
主

張
し
ま
し
た
。

　
昼
間
の
み
の
営
業
を
さ
れ
て
い
る
飲
食
店
も
、
売
り
上
げ
は
大
き
く
減

少
し
て
お
り
、
応
援
金
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
経
費
に
活
用
で
き
る
と
喜

ば
れ
て
お
り
、
補
助
対
象
を
さ
ら
に
広
げ
、
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
営
業
を
守
る
た
め
に
、
引
き
続
き
実
態
に
見
合
っ

た
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
意
見
書
案
の
前
文
に
あ
る
「
増
加
す
る
財
政
需
要
に

見
合
う
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
」

と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
と
指
摘
。

　
そ
の
一
方
で
、
意
見
書
案
は
、
市
民
と
中
小
業
者
の
状
況
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
時
に
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
の
廃
止
な
ど
、
市
民
の
負

担
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
反
対
を
表
明
し
ま
し

た
。
今
国
に
求
め
る
べ
き
は
、
減
免
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る

支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
財
源
を
地
方
に
押
し
付
け
る
こ

と
な
く
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
措
置
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

請
願「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
対
す
る
営
業
補
償
等
」に
つ
い
て

採
択
を
求
め
て

山
田
こ
う
じ
議
員
が
討
論

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て

�

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
反
対
討
論

日本共産党以外の
すべての会派の反対で

「不採択」
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一
、
は
じ
め
に

　�

　
９
月
市
会
は
、
９
月
22
日
に
開
始
し
、
衆
議
院
の
解
散
を

う
け
、
10
月
18
、
19
日
の
市
長
総
括
質
疑
を
終
了
し
た
後
、

審
議
を
中
断
し
、
再
開
の
後
、
11
月
５
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　�

　
総
選
挙
は
、
９
年
間
の
安
倍
・
菅
自
公
政
権
に
よ
る
コ
ロ

ナ
失
政
と
国
政
私
物
化
な
ど
の
政
治
か
ら
の
転
換
を
求
め
、

市
民
連
合
と
４
野
党
が
20
項
目
の
共
通
政
策
で
合
意
し
、
政

権
交
代
を
め
ざ
し
て
た
た
か
っ
た
初
め
て
の
選
挙
と
な
り
ま

し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
態
度

　�

　
市
長
か
ら
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
案
、
学
童
保
育

利
用
料
値
上
げ
案
を
は
じ
め
、
議
案
49
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
党
議
員
団
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
高
速
鉄
道
事
業

決
算
、
呉
竹
総
合
支
援
学
校
新
築
工
事
関
連
議
案
を
は
じ
め

29
議
案
に
賛
成
し
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
、
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
特
別
会
計
、
公
営
企
業
の

う
ち
自
動
車
運
送
事
業
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の
各
決

算
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
具
体
化
で
あ
る
敬
老
乗
車
証

条
例
改
正
と
児
童
館
学
童
保
育
所
条
例
改
正
、
デ
ジ
タ
ル
関

連
法
に
伴
う
条
例
改
正
議
案
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
こ
こ

ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
施
設
新
築
工
事
関
連
議
案
、
高
度
技

術
研
究
所
ビ
ル
を
売
却
す
る
不
動
産
の
処
分
等
20
件
に
反
対

し
ま
し
た
。

　�

　
他
の
会
派
・
無
所
属
議
員
は
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
決
算
関
連
議
案
の
全
て
を
認
定
す
る
態
度
を
と
り
ま
し

た
。

〈
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

　�

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
臨
時
交
付
金
活
用
可

能
額
全
額
を
充
て
、
中
小
企
業
に
対
す
る
給
付
金
の
性
格
を

持
つ
中
小
企
業
再
起
支
援
補
助
金
「
応
援
金
」、
個
々
の
従

事
者
を
支
援
す
る
伝
統
産
業
従
事
者
支
援
、
商
店
街
支
援

や
、
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所
工
賃
助
成
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
行
う
等
必
要
な
も
の
と
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。
党
議
員

団
は
事
業
者
の
実
態
を
ふ
ま
え
給
付
金
の
支
給
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、「
応
援
金
」
と
い
う
形
で
一
定
反
映
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

促
進
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
さ
ら
な
る
推
進
等
、
問

題
点
を
討
論
で
指
摘
し
ま
し
た
。

〈
敬
老
乗
車
証
条
例
改
正
〉

　�

　
敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
効
果
の
検
証
も
行
わ

な
い
ま
ま
「
持
続
可
能
性
」
を
口
実
に
、
対
象
年
齢
を
75
歳

以
上
に
引
き
上
げ
、
負
担
金
を
３
～
４
・
５
倍
化
、
合
計
所

得
７
０
０
万
円
以
上
の
方
を
対
象
外
と
し
、
市
の
負
担
を
今

後
４
年
間
で
71
億
円
、
経
過
措
置
終
了
後
の
令
和
14
年
度
単

年
度
で
33
億
円
削
減
す
る
改
悪
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

に
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
以
後
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
連
絡
会
」
を
中
心
に
市
へ
の
申
し
入
れ
、
各
会
派
へ
の

要
請
、
宣
伝
、
座
り
込
み
、
委
員
会
・
本
会
議
前
で
の
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
等
が
取
り
組
ま
れ
、
請
願
・
陳
情
が

７
月
特
別
市
会
で
４
７
４
件
、
今
９
月
市
会
だ
け
で
１
，
０

０
４
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
運
動
と
連
携
し
、

本
会
議
、
委
員
会
で
徹
底
審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
了

委
員
会
と
終
了
本
会
議
で
「
財
政
危
機
の
前
提
が
崩
れ
て
お

り
市
民
へ
の
し
わ
寄
せ
を
避
け
な
が
ら
打
開
克
服
す
る
方
向

に
つ
い
て
市
会
と
し
て
議
論
を
深
め
る
べ
き
」
と
し
て
「
継

続
審
査
」
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
、
現
行
制
度
を
維
持
し

た
上
で
敬
老
乗
車
券
を
導
入
す
る
「
修
正
案
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
討
論
で
改
悪
案
は
「
敬
老
乗
車
証
を
事
実
上

解
体
す
る
も
の
で
あ
り
高
齢
者
や
家
族
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に

９
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
１
年
11
月
11
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

◦�
京
都
市
児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
/　

保
護
者
負
担
が
総
額
１
・
６

億
も
増
え
る
。
値
上
げ
と
な
る
の
は
一

部
の
階
層
と
い
う
の
は
ご
ま
か
し
で
、

年
額
で
比
較
す
る
と
影
響
は
大
い
に
あ

る
。
応
益
負
担
を
子
育
て
施
策
に
持
ち

込
む
こ
と
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る

等
、
指
摘
し
、
撤
回
を
求
め
た
。

◦�

請
願
・
陳
情「
学
童
う
歯
対
策
事
業
の
継

続
」「
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
利
用
料
金
の
値

上
げ
の
撤
回
」　

請
願
に
つ
い
て
は
継
続

審
査
と
な
っ
た
。

◦�

百
井
青
少
年
村
の
土
地
等
の
活
用
に
係

る
契
約
候
補
事
業
者
の
選
定
結
果
に
つ

い
て

◦�

鏡
山
保
育
所
の
移
管
先
の
候
補
と
な
る

法
人
等
の
選
定
結
果
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会

◦�

付
託
議
案
審
査
７
件

◦�

請
願「
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学

校
給
食
の
実
施
」　

全
国
で
全
員
制
の
中

学
校
給
食
が
広
が
っ
て
い
る
。
選
択
制

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
改
善
す
べ
き
と
求
め

た
。
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

◦�

陳
情「
伏
見
工
業
高
校
跡
地
活
用
に
係
る

住
民
か
ら
の
意
見
聴
取
等
」

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
２
０
２
１
年
10
月
14
日
）

●
都
市
計
画
局

◦�

建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
と
八
条
市
営
住
宅
団
地
再
生
事

業
実
施
契
約
変
更
の
付
託
議
案
が
審
議

さ
れ
た
。

◦�

請
願「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
の
指
導
」

（
上
京
区
笹
屋
町
）�

�

　

採
択
を
求
め
る
も
留
保
と
な
っ
た
。

◦�

陳
情「
北
部
山
間
部
地
域
に
お
け
る
建

設
残
土
等
に
関
す
る
指
導
強
化
」　

全
国

一
律
の
建
設
残
土
に
対
す
る
法
整
備
を

求
め
る
こ
と
と
、
市
の
土
砂
条
例
の
改

正
を
求
め
た
。
ま
た
、
市
の
指
導
の
弱

さ
を
指
摘
し
、
現
地
調
査
の
強
化
、
児

童
の
登
下
校
の
安
全
対
策
を
強
く
求
め

た
。

◦�

陳
情「
地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
」　

京
都
府
の「
北
山
と

憩
い
の
交
流
構
想
」に
基
づ
き「
北
山
エ

リ
ア
整
備
基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
る

が
、
植
物
園
を「
公
園
化
で
は
な
く
純
粋

に
植
物
園
に
」と
の
歴
史
も
ふ
ま
え
、
府

に
意
見
を
と
求
め
た
が
、
変
更
す
る
姿

勢
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

●
建
設
局

◦�

市
道
路
線
に
認
定
、
廃
止
と
町
の
設
置

及
び
町
の
区
域
変
更
、
七
瀬
川
遊
水
地

整
備
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

/　

商
店
街
の
衰
退
で
大
変
に
な
っ
て

い
る
街
路
灯
の
維
持
・
管
理
・
撤
去
へ

の
助
成
を
求
め
た
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
２
０
２
１
年
10
月
14
日
）

●
交
通
局

◦�

市
バ
ス
路
線
・
ダ
イ
ヤ
に
関
す
る
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
/
公
共
交
通
の
役
割

発
揮
す
る
よ
う
求
め
た
。

◦�

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

/
コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
悪
化
を
考
え
、
運

賃
値
上
げ
で
な
く
、
国
へ
の
減
収
補
填

を
求
め
た
。

◦�

山
科
へ
の
市
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
/
全

域
の
住
民
要
望
に
応
え
る
取
り
組
み
を

求
め
た
。

◦�

陳
情「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
テ
ロ
等
に
対

す
る
対
策
の
強
化
」

◦�

市
バ
ス
12
号
・
59
号
系
統
に
つ
い
て
/

市
民
生
活
の
足
を
守
る
立
場
で
の
検
討

を
求
め
た
。

●
産
業
観
光
局

◦�

請
願
審
査「
コ
ロ
ナ
影
響
に
対
す
る
営
業

補
償
等
」　

飲
食
店
・
他
業
種
含
め
、
国

の
対
策
に
加
え
、
市
独
自
の
直
接
支
援

を
求
め
た
。

◦�

中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て
/
一
番
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
て
い
る
鮮
魚
部
門
へ
の
支

援
を
求
め
た
。

◦�
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の
観
光
政
策
の
見

直
し
に
つ
い
て
/
市
民
生
活
と
の
調
和

を
は
か
り
、
既
存
旅
館
支
援
、
宿
泊
施

設
の
総
量
規
制
を
求
め
た
。

●
上
下
水
道
局

◦�

鉛
給
水
管
の
取
り
換
え
に
つ
い
て
/
住

民
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め

た
。
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ま
し
た
。
水
道
の
広
域
化
は
行
わ
ず
こ
れ
ま
で
通
り
自
治
体

間
の
連
携
に
留
め
る
こ
と
を
府
に
意
見
す
べ
き
と
指
摘
し
、

下
水
道
へ
の
出
資
金
を
休
止
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　�

　
市
バ
ス
事
業
で
は
、「
交
通
事
業
者
と
し
て
福
祉
施
策
的

な
観
点
で
考
え
る
必
要
は
無
い
」
と
の
立
場
を
批
判
、
管
理

の
受
委
託
に
つ
い
て
「
財
政
効
率
だ
け
を
追
求
す
る
と
、
事

業
そ
の
も
の
を
破
綻
さ
せ
る
」
と
指
摘
、
直
営
に
戻
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
営
事
業
の
減
収
補
填
は

国
の
責
任
で
あ
り
、
全
国
の
公
営
企
業
と
連
携
し
減
収
補
填

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　�

　
高
速
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
期
間
の
利

用
８
割
削
減
を
目
標
に
掲
げ
減
便
や
運
休
を
実
施
。
運
賃
収

入
の
大
幅
減
少
に
よ
り
累
積
資
金
不
足
が
３
７
０
億
円
と
な

り
、
決
算
で
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率
が

62
・
６
％
と
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％
を
超
え
、
健
全
化
団

体
に
な
り
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
個
別
外
部
監
査
契
約
を
結
ぶ
議
案
が
提
案
さ

れ
可
決
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
安
全
対
策
を
進
め
る
決
算

を
認
定
し
た
う
え
で
、「
日
本
一
高
い
地
下
鉄
運
賃
を
更
に

上
げ
る
の
か
」
と
の
市
民
の
不
安
の
声
を
紹
介
し
、
こ
れ
以

上
の
運
賃
値
上
げ
は
回
避
す
る
方
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

一
、
論
戦
の
特
徴

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
命
最
優
先
に
対
策

強
化
・
市
民
生
活
応
援
を
〉

　�

　
党
議
員
団
は
、
感
染
の
第
５
波
を
教
訓
に
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
大
規

模
な
検
査
、
行
政
区
に
保
健
所
機
能
の
再
構
築
、
医
療
提
供

体
制
の
充
実
、
ま
た
少
人
数
学
級
早
期
実
施
と
休
校
等
に
伴

う
学
び
の
保
障
を
求
め
ま
し
た
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
扶

養
照
会
の
廃
止
、
生
活
保
護
は
権
利
で
あ
り
正
し
い
情
報
提

供
を
広
く
行
う
こ
と
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
求
め
ま

し
た
。
大
規
模
検
査
に
つ
い
て
市
長
が
あ
く
ま
で
「
実
効
性

が
薄
い
」
と
し
て
実
施
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
参
加
者
へ
の
検
査
補
助
を
補
正
予
算
で
打
ち

出
し
て
い
る
こ
と
は
無
症
状
者
へ
の
防
疫
的
検
査
の
必
要
性

を
認
め
て
い
る
も
の
だ
と
指
摘
し
、
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
学
生
の
困
窮
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
実
態
調
査
と
学
費

負
担
軽
減
や
生
活
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
大

学
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
認
知
症
施
策
で

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。
介
護
保

険
補
足
給
付
の
見
直
し
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
実
態
調
査
と

と
も
に
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

〈
中
小
企
業
・
労
働
者
支
援
〉

　�

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
小
業
者
の
厳
し
い
実
態
を
示
し
て
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
直
接
給
付
、
無
利

子
・
無
保
証
融
資
の
復
活
、
返
済
猶
予
を
求
め
ま
し
た
。
企

業
立
地
促
進
制
度
補
助
金
に
つ
い
て
内
部
留
保
を
増
大
さ
せ

て
い
る
な
ど
資
金
力
の
あ
る
大
企
業
は
対
象
か
ら
外
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
京
都
市
の
公
共
事
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
実
態
を
示
し
公
契
約
基
本

条
例
に
賃
金
条
項
を
盛
り
込
む
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

〈
行
財
政
改
革
計
画
の
撤
回
を
〉

　�

　
市
長
の
「
行
財
政
改
革
計
画
」
案
に
対
す
る
市
民
意
見
は

９
０
０
０
件
を
超
え
て
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
長
は
こ
れ
ら

切
実
な
市
民
意
見
を
「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
全
く
盛
り
込

ま
ず
、
あ
く
ま
で
補
助
金
削
減
や
使
用
料
手
数
料
の
値
上

げ
、
施
設
の
統
廃
合
、
事
業
の
縮
小
廃
止
を
進
め
る
立
場
で

す
。
党
議
員
団
は
、
子
育
て
支
援
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
受
け
止
め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
小

学
生
の
う
歯
対
策
事
業
な
ど
を
見
直
す
の
で
な
く
総
合
的
に

対
策
を
推
進
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
区
社
協
の
家

賃
等
の
減
免
廃
止
や
補
助
金
の
削
減
に
つ
い
て
も
行
う
べ
き

で
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
福
祉
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減

す
る
こ
と
を
結
論
に
し
た
「
財
政
危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

中
止
す
る
べ
き
こ
と
、
福
祉
後
退
は
市
長
公
約
違
反
で
あ
る

と
主
張
し
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
市
長
は
、
過
去
の
大
規
模
投
資
事
業
や
高
速
道
路

な
ど
の
ム
ダ
な
事
業
へ
の
反
省
も
し
な
い
ま
ま
、
北
陸
新
幹

線
や
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
大
型
事
業
を
推

進
す
る
と
表
明
し
、
党
議
員
団
は
こ
れ
ら
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
に
市
民
負
担
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

圧
迫
す
る
も
の
」「
制
度
の
効
果
に
つ
い
て
の
検
証
を
全
く

行
わ
な
い
ま
ま
の
一
方
的
な
提
案
」
だ
と
し
て
、
市
民
福
祉

向
上
に
こ
そ
財
政
は
使
う
べ
き
と
市
長
の
姿
勢
を
批
判
し
ま

し
た
。

　�

　
改
悪
案
は
、
自
民
、
公
明
、
民
フ
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　�

　
京
都
党
、
維
新
は
「
生
活
保
護
世
帯
の
負
担
０
円
は
公
平

で
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
負
担
金
一
律
２
万
９
４
４
０
円
に

値
上
げ
す
る
「
修
正
」
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
党
議
員
団
は

「
負
担
金
が
高
額
の
た
め
交
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
方
が

で
る
」「
市
民
の
願
い
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
し
て
反

対
し
ま
し
た
。

〈
児
童
館
学
童
保
育
所
条
例
改
正
〉

　�

　
学
童
保
育
利
用
料
に
つ
い
て
、
市
長
は
学
童
保
育
に
「
応

益
負
担
」
の
考
え
を
持
ち
込
み
、
長
時
間
、
土
曜
日
、
夏
休

み
な
ど
の
利
用
料
を
値
上
げ
し
、
保
護
者
負
担
を
１
億
６
千

万
円
増
加
さ
せ
、
低
所
得
者
ほ
ど
増
額
幅
が
大
き
く
な
る
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　�

　
党
議
員
団
は
、
保
護
者
の
実
態
、
学
童
保
育
現
場
の
実
態

を
示
し
て
論
戦
、
世
帯
に
よ
っ
て
は
、
２
・
６
倍
も
の
値
上

げ
と
な
る
こ
と
を
告
発
。「
値
上
げ
は
４
割
の
世
帯
に
と
ど

ま
る
（
月
額
）」
と
の
市
当
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
年
額
で

６
割
の
世
帯
が
値
上
げ
に
な
る
事
実
を
隠
ぺ
い
し
て
い
た
こ

と
を
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
受
益
者
負
担
」
の
考
え
方

を
持
ち
込
み
、
利
用
控
え
と
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課

後
の
安
全
や
成
長
・
発
達
の
権
利
を
保
障
で
き
な
く
な
る
重

大
事
態
を
招
く
と
し
て
「
全
国
で
１
、
２
を
争
う
高
い
学
童

保
育
利
用
料
へ
の
値
上
げ
は
都
市
と
し
て
の
持
続
可
能
性
を

細
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

　�

　
結
了
委
員
会
と
終
了
本
会
議
で
「
継
続
審
査
」
を
求
め
る

動
議
を
提
出
、
動
議
は
京
都
、
維
新
、
無
所
属
議
員
も
賛
成

し
ま
し
た
が
、
他
会
派
の
反
対
で
、
否
決
さ
れ
、
市
長
提
案

の
改
悪
案
は
、
自
民
、
公
明
、
民
フ
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　�

　
何
れ
の
議
案
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
生
活
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
き
に
、
過
大
な
財
政
危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、「
受
益
者
負
担
」
の
名
の
も
と
に
市
民
の
間
に
対
立
と

分
断
を
持
ち
込
み
、「
行
財
政
改
革
」
の
名
で
市
民
負
担
増

を
行
う
も
の
で
す
。
市
長
提
案
に
賛
成
し
た
の
は
、
過
半
数

の
33
人
を
わ
ず
か
に
上
回
る
36
人
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
民

フ
の
議
員
１
名
が
採
決
時
に
退
席
）。
住
民
の
み
な
さ
ん
の

運
動
が
議
会
を
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
実
施
の

中
止
を
求
め
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
奮
闘
す
る
決

意
で
す
。

〈
２
０
２
０
年
度
決
算
関
連
議
案
に
つ
い
て
〉

　�

　
２
０
２
０
年
度
決
算
関
連
議
案
に
つ
い
て
は
、
認
定
し
な

い
理
由
を
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

　�

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
く
ら
し
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
何
よ
り
優
先
し
市
民
生
活
を
応
援
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
市
民
し
ん
ぶ

ん
や
メ
デ
ィ
ア
も
使
っ
て
財
政
危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
市
民
を
脅
し
て
福
祉
切
り
捨
て
に
ま
い
進
す
る
一
方

で
、
芸
大
移
転
や
市
庁
舎
整
備
な
ど
の
見
直
し
は
全
く
行
わ

ず
、
財
政
を
破
綻
さ
せ
か
ね
な
い
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
な

ど
の
大
型
工
事
は
推
進
す
る
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　�
　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
病
床
の
削
減
と
保

健
所
の
統
廃
合
が
医
療
崩
壊
を
招
い
た
と
し
、
検
査
体
制
充

実
や
公
衆
衛
生
行
政
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
高
額
所
得
者
や
大
企
業
の
市
民
税
の
引
上
げ

な
ど
収
入
増
加
策
に
つ
い
て
も
不
十
分
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

若
者
支
援
や
中
小
企
業
支
援
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　�

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
保
険
料
の
値
下
げ
、
保
険
料
減
免
や
傷
病
手
当
の
市
独

自
施
策
が
具
体
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
、
コ
ロ
ナ
特
例
減

免
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
認
定
・
給
付
業
務
の
集
約
化
・
民
間
移
管
が
行
わ
れ
、

調
査
内
容
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
聞
き
取
り
が
で
き
な
く
な

り
、
的
確
に
判
定
さ
れ
る
努
力
が
後
退
し
た
こ
と
を
指
摘
、

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
福
祉
の
向
上
を
図
り
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　�

　
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制

度
創
設
を
拒
否
し
、
財
政
効
率
を
目
的
に
浄
水
場
・
下
水
処

理
場
の
運
転
管
理
業
務
等
の
民
間
委
託
が
す
す
め
ら
れ
、
職

員
削
減
と
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
増
大
さ
せ
た
と
指
摘
し
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厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。
府
市
民
総
行
動
な
ど
広
範
な
市
民

運
動
と
連
帯
し
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
撤
回
を
求
め
ま

し
た
。

　�

　
４
箇
所
の
証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
を
来
年
度
か
ら
廃
止
す

る
計
画
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
を
値
上
げ
す
る
方
向
、
補

助
金
・
使
用
料
・
手
数
料
見
直
し
の
方
向
性
が
今
議
会
中
に

示
さ
れ
、
党
議
員
団
は
市
民
負
担
押
し
つ
け
は
や
め
る
よ
う

主
張
し
ま
し
た
。

　�

　
職
員
を
市
長
就
任
以
来
３
６
０
０
人
削
減
し
た
こ
と
を
批

判
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
あ
た
る
保
健
師
等
が
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
る
超
過
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
告

発
。「
行
財
政
改
革
計
画
」
で
さ
ら
に
削
減
す
る
計
画
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
し
て
人
員
削
減
計
画
は

撤
回
す
る
と
と
も
に
公
務
の
委
託
化
等
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

か
ら
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

〈
気
候
危
機
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
〉

　�

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
回
避
す
る
た
め
に
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
半
減
さ
せ
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
国

や
京
都
市
の
目
標
を
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
北
陸

新
幹
線
延
伸
計
画
は
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
中
止
す
べ

き
と
迫
り
ま
し
た
。

　�

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
課
題
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
困

難
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
男
女
賃
金
格
差
の
是
正
、
女
性
の

貧
困
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
述
べ
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
局
の
設
置
、
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

一
、
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　�

　
本
市
会
に
は
、
請
願
権
に
基
づ
き
、
請
願
７
件
、
陳
情
１

１
４
５
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
学
童
保
育
利
用
料
に
お
け
る
応
益
負

担
の
撤
回
、
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実

施
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
の
非

課
税
措
置
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

国
保
等
の
減
免
の
充
実
・
営
業
補
償
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対

す
る
営
業
補
償
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
党
議
員
団
以

外
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
「
繰
り
返
し

陳
情
や
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
厳
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
実
態
に
見
合
っ
た
支
援

が
必
要
」
と
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
見
直
し

案
の
撤
回
、
北
山
エ
リ
ア
整
備
計
画
の
具
体
化
を
進
め
る
地

域
ま
ち
づ
く
り
構
想
見
直
し
、
北
部
山
間
地
域
に
お
け
る
建

設
残
土
に
関
す
る
指
導
強
化
、
伏
見
工
業
高
校
跡
地
活
用
に

係
る
住
民
か
ら
の
意
見
聴
取
を
求
め
る
陳
情
等
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
意
見
書
に
つ
い
て

　�

　「
出
産
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　「
地
方
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
党

議
員
団
は
反
対
し
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
に
お
い
て
地
方
税

制
の
充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
さ
を
増
す
事
業
者
に
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
等
を
廃
止
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
討
論
し
ま
し
た
。「
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養
育

に
つ
い
て
家
族
法
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て

は
、
党
議
員
団
は
反
対
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　�

　
２
月
予
算
市
会
に
向
け
て
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
運

動
や
議
論
が
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
自
治
体
の
役
割
を
今
ほ
ど
発
揮
す
べ

き
時
は
な
い
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
き
た
運

動
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
市
政
転
換
を
勝
ち
取
る
た
め
に
引
き

続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
選
挙
後
、
改
憲
へ
の
動
き
が
加
速
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
未
満
で
あ
る
参
議
院
の

来
年
夏
の
た
た
か
い
こ
そ
が
決
定
的
で
す
。
京
都
府
知
事
選

挙
、
統
一
地
方
選
挙
も
含
め
て
、
勝
利
、
躍
進
を
勝
ち
取
る

た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　「年間500億円足りない」と市民を脅し、福祉を切
り捨てる一方で、北陸新幹線は再来年にも工事を始め
ようとしています。大量に出る土砂や地下水への影響
も深刻ですが、対策は全く示されていません。財政危
機も本当は例年と変わらない財政状況だと判明しまし
た。結局、大型公共事業の財源づくりのために、福祉
を削るということです。敬老乗車証制度の改悪や学
童・児童館の利用料の大幅値上げは絶対に許せません。
ご一緒に声を挙げ続けましょう！

　市長総括質疑で、市長は「サービス維持に重きをお
いて不断のチェック不足と、市民への説明不足を反省
している」と述べました。そこで「本当に反省すべき
は、身の丈に合わない過去の大規模事業と市債発行」
と質しました。副市長は「投資は後の世代にも効果発
揮されるから借金してもいいが、限度なしにしたのは
反省」と言わざるを得ませんでした。「ならば北陸新
幹線延伸計画の中止を」と求めましたが、市長は「適
正な投資は必要」と計画に固執しました。

　市長総括の前に改めて門川市長の公約を読み返し
ました。学童利用料の値上げも、敬老乗車証の改悪
も書いていませんでした。つまり、福祉削減は「公
約違反」です。財政危機キャンペーンの実相も追及し
ました。予算編成前と編成時の差額は、過去5年間で
1000億円でした。投資的経費を2013年から引き上
げてきた経過も明らかにしました。自治体の魂である
福祉・住民サービスを守り充実させるべき！徹底して
追及します。

反省すべきは過去の
大規模事業と市債発行

福祉を切り捨て
北陸新幹線推進は許せない！

危機を煽って福祉削減は
公約違反！

1818　　人の
市会議員から一言

団　長　井坂　博文
副団長　西野さち子
幹事長　加藤　あい
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　敬老乗車証改悪と学童保育利用料値上げの両条例改
正案の撤回を求めるとともに、採決では「継続審査」
の動議を提出。これは自・公・民が拒否、３党は市長
案に賛成し、可決となりました。全般に市長は「制度
対象者外からの税金をいくら投入」などと、市民間の
分断と対立を煽るとともに、「受益と負担のバランス」
を強調、福祉を「益」と見なし、権利保障から「お金
で買うモノ」へと変質させようとしています。自治体
自体の変質と言うべきです。

　財政難と言って、子育て世代と高齢者に大幅な負担
増を提案する一方で、「北陸新幹線延伸は必要だから
推進」と、なぜ言えるのか?!「持続可能な財政」「持
続可能な制度」「受益と負担のバランス」という言葉
を多用し、敬老乗車証は負担金を3～4.5倍にも釣り
上げ、交付年齢を75歳～に遅らせる。学童保育利用
が平日か土曜か夏休みか区別し、利用時間が長いほど
料金を高くする。学童保育に通う子どもの育ちや高齢
者のくらし・社会参加の権利を奪うのは必至だ。こん
な酷い制度改悪は撤回しかない！

　「娘たちを手放さなければ家族全員死んでしまう」
と2人の娘を、6歳（約38万円）、1歳半（約32万円）
の児童婚に同意して売ったアフガンの父親の嘆きは如
何ばかりか。戦争前夜に人間の命がいかに軽視され、
命さえ売り物にするかを学んだ、日本歴史の戦争前夜
の農家の実態（娘売りますの看板）と同じだ。ミヤン
マー、エチオピア、スーダンでクーデターが起こり、
軍事優先で、軍部が権力を支配し、私欲を肥やす一方
で、人民の命は羽毛よりも軽く見る政治をはびこらせ
てはならない。日本国憲法の理想社会実現めざし、全
力尽くします。

　2度目の代表質問に立ちました。
　門川市政12年間で3600人の職員削減の影響によ
り、過労死認定基準（月80時間）を上回る労働実態
に、「500人の人員削減計画撤回を」と迫りました。
　また、全京都建築労働組合の調査をもとに、「公共
工事現場労働者の1日当たり賃金が前年より1，174
円下がった」と指摘。賃上げのため、京都市公契約基
本条例への賃金条項の明記を求めました。
　さらに、中小・小規模事業者への直接支援、加齢性
難聴者の補聴器購入助成の実現など、くらし・生業支
援を求めました。引き続き頑張ります。

「福祉増進」（自治法）すべき
自治体の変質へ

「食料を得るために娘を売るのは申し
訳なく思う」（アフガニスタンの家族）

コロナ禍で命とくらし、
生業を応援する市政こそ

住民福祉の増進に逆行する
制度改悪は撤回しかない

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　赤ちゃんを抱えたママ達と懇談する機会がありまし
た。「育児休暇中だけど、職場の復帰を前に不安でい
っぱいです」「社会福祉施設で交替勤務で働いていて、
夫も忙しく、仕事を辞めるかどうか、切羽つまってい
ます」など、子育て中の職員をもっと応援できるよう
な福祉職場の体制にすること、保育環境の柔軟な対応
も必要ですし、保育士の処遇も改善が必要です。国政
も京都市政も子育て応援の政治に変えなくてはなりま
せん。

　コロナ禍で生活苦から自殺へと追い込まれた方々が
あることは極めて重大です。政治と行政が機能してい
ないことの証拠です。少なくとも困窮者への給付金、
事業者への持続化給付金の再給付は必須です。そもそ
も消費税が地場産業や市民生活を押しつぶしてきまし
た。消費税の減税は痛切な市民の叫びです。この声を
受け止めるべき京都市が福祉を切り捨てる行財政改革
を進めるとし、他の政党会派が賛同していることは断
じて許せません。運動の力で押し返しましょう。

　日頃の生活相談で一番多いのは、最後のセーフティ
ネットである「生活保護」の申請支援です。今回、質
疑するにあたり、11行政区と3支所すべての課長か
ら現場の状況とともに要望を聞き取りし提案しました。
亀岡市では、申請時に議員の同席を拒むなど、いわゆ
る水際作戦が行われていると報道もある中、各区役所
の現場では最大限努力されています。それだけに、要
望される内容は重要なことばかり。ところが、その提
案には背をむける京都市。許せません!!

　「保育料・学童利用料の値上げや保育園への補助金
削減はやめて」と1万4624筆の署名が提出されまし
た。京都市は、学童利用料値上げで1億6千万円の保
護者負担を押し付ける条例改正を強行しました。必死
に働きながら子育てしている人々の暮らしに心を寄せ
ることができなくなった京都市行政。北陸新幹線など
の巨額の税金投入を推進しながら、一方で財政危機を
口実に福祉を削るなど言語道断。満身の怒りを込めて
反対討論に立ちました。

代表質問で、気軽に相談・申請できる
生活保護制度へと具体的提案をしました

満身の怒りを込めて
反対討論

命・くらし・生業を守れ！

子育て応援の政治に！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　10月から1日乗車券が値上げされ、乗り継ぎにお得
なトラフィカ京カードは発売中止になりました。コロ
ナで市民生活が苦しいときにサービス切り捨てをやめ
制度は継続すべきと強く求めました。京都市は「市内
隅々まで交通網があり不便地域はない。財政厳しい中、
乗客が乗らなくても運行している」と言いますが、安
くて本数の多い循環バスを走らせ市民生活に密着した
小回りの利く路線を市内周辺の交通不便地域にと求め
ました。

　敬老乗車証制度の改悪案が9月市会に提案されまし
た。議員団は、修正案を提案しましたが否決されま
した。6万筆を超える署名や請願が提出されましたが、
市民の声は市政に届きませんでした。また、学童保育
利用料の値上げも提案され、「継続審議を」の声も届
きませんでした。福祉を削減する行財政改革なんて有
り得ない。ここで諦める訳にはいきません。市民の皆
さんと力を合わせて、要求実現に向け取り組んでいき
ます。

　市バス・地下鉄事業経営ビジョン検討委員会の中で、
市バス20円、地下鉄30円の値上げが事実上、提案さ
れました。京都市はしきりに運賃値上げは仕方がない
との答弁に終始していますが、市民生活の実態から交
通局の運営も行うべきです。地下鉄は、経営健全化団
体となりますが、あくまでも国が線引きしているもの
で、この機会をとらえたうえで、損失補てんや独立採
算制の廃止など国に必要な支援を要望し、運賃値上げ
を回避すべきです。

　市長が「財政が破たんする」と言いながら、北陸新
幹線や堀川地下バイパスなどの巨大プロジェクトを「推
進する」と言うのは、「全く辻褄が合っていない」と指
摘し、認識を質しました。すると市長は質問には何も
答えられないまま「必要な事業は進める」と答弁。結局、
「財政が破たんする」というのはデタラメで、巨大プロ
ジェクトの財源をつくるために、福祉削減と市民負担
増を押し付けようとしていることがいよいよ鮮明に。
　こうした新自由主義路線を転換させるために力を合
わせましょう。

市バス・地下鉄の
運賃値上げは許されない

「財政が破たん」は全くの
デタラメ

自治体本来の役割を
取り戻すために

観光客より、まず市民に
便利な市バスを

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　コロナ禍で失業や自殺者が増加した女性の貧困の解
決は、男女の賃金格差是正が不可欠と京都市の対策を
求めました。また、気候危機への対策についても世界
の二酸化炭素削減目標より低い日本政府の目標に追随
しないよう、前進を求めました。しかし、いずれにも、
京都市は国の不十分な姿勢を追認するばかり。
　政府の政策が不十分なら、地方から変えていこうと
いう気概が必要ではありませんか!!

　新型コロナ感染症の収束のめどが立たず、影響が長
期化するなか、市民の暮らしを支える零細事業者が廃
業に追い込まれざるを得ない深刻な事態です。飲食店
への協力金や再起支援補助金等の支援制度が実施され
ていますが、支給が速やかに届きません。京都市に中
小企業を支援する窓口がないために、支給事務を委託
し、専門的知識も経験も有しない方が研修だけで対応
しているためです。民間にできることではありません。
京都市に中小企業相談窓口の復活を！

　市長総括質疑で「学生への生活支援」をあらためて
求めました。市は毎度「市民の税金を市外から来る人
に使えない」と言うので、私は「留学生・交流人口・
観光客誘致は取り組むのに、なぜ学生は『市外の人』
になるのか」と指摘。すると副市長が「税金の市外流
出とは考えていない。予算規模もある。15万人に1万
円配れば15億円かかる」と答弁。しかし、市内人口
の1割を占める学生に何の支援もないことこそ問題で
す。引き続き学生のみなさんの声をぶつけます。

地域経済を支える
中小業者に速やかな支援を

深刻な課題の解決に
消極姿勢の京都市

大学のまち京都に
ふさわしい学生支援を

【申し入れ】  「行財政改革計画」の撤回を求める申し入れ
（2021/08/24）

【申し入れ】  大雨被害対策と新型コロナウイルス感染症対策
についての申し入れ（2021/08/24）

【申し入れ】  「学童保育利用料値上げ条例案」提案方針の撤
回を求める（2021/08/18）

【申し入れ】  敬老乗車証制度の「見直し」にかかわる条例提
案方針の撤回を求める（2021/08/18）

【声　　明】  市民の意見を全く反映させず負担増を押し付
けることは許されない～「行財政改革計画」
は撤回し自治体本来のあり方への転換を～
（2021/08/13）

【申し入れ】  新型コロナ対策についての緊急申し入れ（第19
次）（2021/07/28）

【見　　解】  くらしと生業を支援し、医療・公衆衛生を強化
する政治へ～「行財政改革計画（案）」は撤回
を～（2021/06/21）

【声　　明】  公的責任を投げ捨てる「聚楽保育所廃止条例」
の可決にあたって（2021/06/08）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄11︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵1₄₈₆︶₇₃₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉1₂₇

とがし 豊
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ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉11₆︶₆₄₉₃

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀1

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉₅₄₆︶₂₇₆₃

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵1₅₈₈︶₃₆₀₀

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉1︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀1₆₆

赤阪　 仁 
☎︵₆₃1︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇1︶₅₇₃1

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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